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中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
注
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線

四
〇
　
　
（
一
七
六
二
）

中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る

　
　
　
　
注
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線

山

田

辰

雄

一
、
は
じ
め
に

二
、
注
精
衛
・
蒋
介
石
協
力
体
制
の
成
立
と
崩
壊

三
、
国
民
党
党
路
線
の
発
展

四
．
注
精
衛
路
線

五
、
蒋
介
石
路
線

六
、
結
　
語

　
本
稿
は
、
一
九
二
六
年
一
月
の
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
（
以
下
国
民
党
二
全
大
会
と
略
す
）
を
中
心
と
し
て
．
　
一
九
二
五
年
三
月
の

孫
文
の
死
よ
り
、
一
九
二
六
年
三
月
の
中
山
艦
事
件
に
い
た
る
時
期
を
扱
う
。
こ
の
時
期
は
、
孫
文
の
死
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
た
権
威
の
空
白

の
な
か
か
ら
、
涯
精
衛
・
蒋
介
石
協
力
の
も
と
に
、
国
民
党
内
に
新
た
な
権
威
が
成
立
し
、
そ
れ
が
、
中
山
艦
事
件
に
よ
つ
て
崩
壊
す
る
過
程
で

あ
る
。



　
そ
の
後
の
国
民
党
の
発
展
に
お
い
て
、
一
方
で
、
蒋
介
石
は
党
内
に
お
け
る
主
流
の
地
位
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
、
江
精
衛
は
、
い

わ
ゆ
る
国
民
党
左
派
の
有
力
な
指
導
者
の
一
人
と
し
て
、
武
漢
政
府
、
改
組
派
、
日
中
戦
争
中
の
南
京
政
府
を
組
織
し
、
蒋
介
石
の
権
力
に
挑
戦

し
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
注
精
衛
と
蒋
介
石
の
政
治
路
線
は
、
国
民
党
内
の
二
つ
の
主
要
な
潮
流
を
代
表
し
て
お
り
、
両
者
の
協
力
と
対
立

は
、
個
人
的
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
権
力
闘
争
以
上
の
意
味
を
も
つ
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
の
主
要
な
目
的
は
、
江
精
衛
・
蒋
介
石
の

協
力
と
対
立
そ
の
も
の
を
分
析
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
両
者
の
協
力
と
対
立
を
も
た
ら
し
た
根
底
に
あ
る
革
命
認
識
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
よ
つ
て
、
国
民
党
に
お
け
る
、
注
と
蒋
の
二
つ
の
主
要
な
革
命
路
線
の
萌
芽
形
態
を
見
出
す
こ
と
で
あ
る
。
両
者
の
革
命
認
識
の
構
造
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
問
題
点
は
、
注
精
衛
・
蒋
介
石
協
力
体
制
の
成
立
と
崩
壊
の
過
程
、
お
よ
び
、
こ
の
間
の
国
民
党
党
路
線
の
発
展
か
ら
導
き

出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

二

　
涯
精
衛
・
蒋
介
石
協
力
体
制
の
成
立
と
崩
壊
の
過
程
は
、
孫
文
亡
き
あ
と
の
集
団
指
導
体
制
の
成
立
（
一
九
二
五
年
三
月
－
八
月
）
、
集
団
指
導
体

制
の
崩
壊
と
狂
・
蒋
協
力
体
制
の
成
立
（
一
九
二
五
年
八
月
－
一
二
月
）
、
注
・
蒋
協
力
体
制
の
崩
壊
（
一
九
二
六
年
一
月
ー
三
月
）
の
三
つ
の
時
期
に

分
れ
る
。

　
一
九
二
五
年
三
月
一
二
日
の
孫
文
の
死
は
、
国
民
党
内
の
中
心
的
権
威
の
喪
失
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
状
況
を
象
徴
す
る
か
の
ご
と
く
、
孫
文

に
次
ぐ
地
位
を
競
つ
て
い
た
、
注
精
衛
、
蒋
介
石
、
靡
仲
榿
、
胡
漢
民
ら
の
国
民
党
指
導
者
は
、
全
国
各
地
で
各
々
の
任
務
に
従
事
す
る
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

で
、
孫
文
の
死
の
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
た
。

　
一
九
二
四
年
一
月
の
国
民
党
一
全
大
会
で
採
択
さ
れ
た
、
中
国
国
民
党
党
章
程
第
一
九
条
は
、
総
理
の
地
位
は
、
孫
文
個
人
の
た
め
に
設
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
が
、
孫
文
亡
き
あ
と
彼
に
代
る
党
最
高
指
導
者
の
地
位
、
お
よ
び
、
そ
の
選
出
方
法
を
規
定
し
て
い
な

　
　
　
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
注
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
　
　
（
一
七
六
三
）



　
　
　
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
注
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
　
　
（
一
七
六
四
）

い
。
し
か
も
、
孫
文
は
、
彼
の
後
継
者
を
指
名
し
な
か
つ
た
。
し
た
が
つ
て
．
孫
文
に
代
る
新
た
な
権
威
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
、
孫
文
亡
き
あ

と
の
国
民
党
指
導
者
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
つ
た
、
と
考
え
て
も
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
国
民
党
の
主
要
な
指
導
者
が
、
孫
文
の
死
後
は
じ
め
て
接
触
を
も
つ
た
の
は
、
一
九
二
五
年
五
月
八
日
か
ら
一
四
日
に
か
け
て
、
広
東
省
の
潮

州
と
汕
頭
で
お
こ
な
わ
れ
た
会
談
に
お
い
て
で
あ
つ
た
。
涯
精
衛
、
陳
壁
君
、
蒋
介
石
、
許
崇
智
、
朱
培
徳
、
屡
仲
榿
、
ガ
レ
ソ
の
こ
の
会
談
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
参
加
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
党
の
正
式
の
も
の
で
は
な
い
。
会
談
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
は
、
五
月
八
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

に
、
注
精
衛
が
蒋
介
石
に
対
し
て
、
自
ら
の
個
人
的
進
退
を
蒋
の
一
言
に
よ
つ
て
決
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
少
く
と

も
当
面
は
、
党
の
運
営
に
あ
た
つ
て
両
者
が
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
こ
と
が
逆
に
、
自
他
と
も
に
孫
文
の
有
力
な
後

継
者
の
一
人
と
認
め
つ
つ
も
、
こ
の
会
談
に
欠
席
し
た
胡
漢
民
の
処
遇
に
向
け
ら
れ
て
い
た
、
と
推
測
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
広
東
省
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

胡
漢
民
兄
弟
の
行
動
に
か
ん
し
て
、
こ
れ
ら
の
党
指
導
者
と
胡
と
の
あ
い
だ
に
対
立
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
．
さ
ら
に
、
こ
の
会
談
に
お

け
る
も
う
一
つ
の
重
要
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
当
時
広
州
周
辺
を
支
配
し
て
い
た
、
楊
希
闘
、
劉
震
簑
の
反
革
命
勢
力
の
討
伐
計
画
で
あ
つ
た
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
》

れ
ら
指
導
者
は
、
蒋
介
石
を
総
指
揮
に
推
挙
す
る
と
と
も
に
、
注
精
衛
は
、
蒋
の
参
謀
長
職
権
の
行
使
を
要
請
し
た
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、

反
革
命
勢
力
鎮
圧
に
あ
た
つ
て
の
、
党
指
導
者
の
協
力
関
係
で
あ
る
．
し
た
が
つ
て
、
こ
の
会
談
に
参
集
し
た
国
民
党
指
導
者
は
、
孫
文
の
も
つ

て
い
た
個
人
的
・
独
裁
的
権
威
で
は
な
く
、
集
団
指
導
制
に
も
と
づ
い
た
新
た
な
権
威
の
創
出
を
考
慮
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
．

　
一
九
二
五
年
五
月
下
旬
に
広
州
で
開
か
れ
た
国
民
党
三
中
全
会
は
、
「
民
主
的
集
権
制
」
、
そ
の
具
体
的
形
態
と
し
て
の
中
央
執
行
委
員
会
制
採

用
の
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
前
述
の
党
章
程
第
一
九
条
に
お
け
る
総
理
の
地
位
の
個
人
的
性
格
を
根
拠
と
し
て
、
総
理
の
地
位
の
廃

　
　
　
　
（
6
）

止
を
宣
言
し
た
。
つ
づ
い
て
、
六
月
一
五
日
に
開
か
れ
た
中
央
委
員
「
全
体
大
会
」
は
、
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
が
「
最
高
機
関
」
で
あ
る
こ

　
　
　
　
（
7
）

と
を
承
認
し
た
。

　
か
く
て
、
中
央
執
行
委
員
会
の
直
接
の
指
導
の
も
と
で
、
七
月
一
日
に
成
立
し
た
中
華
民
国
国
民
政
府
は
．
「
委
員
合
議
制
」
を
採
用
し
、
「
す



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

べ
て
の
政
務
は
委
員
会
に
よ
つ
て
議
決
さ
れ
、
主
席
は
特
別
の
権
限
を
も
た
な
い
」
こ
と
に
な
つ
て
い
た
．
中
央
執
行
委
員
会
に
よ
つ
て
選
出
さ

れ
た
一
六
人
の
政
府
委
員
の
な
か
か
ら
、
注
精
衛
が
主
席
と
な
り
、
軍
事
、
財
政
、
外
交
の
各
部
長
に
は
、
許
崇
智
、
摩
仲
榿
、
胡
漢
民
が
就
任

し
た
。
し
か
し
、
国
民
政
府
は
国
際
的
承
認
を
得
て
お
ら
ず
、
胡
漢
民
の
就
任
し
た
外
交
部
長
の
地
位
は
閑
職
で
あ
つ
た
、
と
い
う
こ
と
は
否
定

し
え
な
い
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
大
元
帥
代
理
と
し
て
、
孫
文
の
後
継
者
た
ら
ん
と
し
て
い
た
胡
漢
民
の
野
望
は
、
党
内
に
お
け
る
集
団

指
導
体
制
成
立
の
ま
え
に
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
孫
文
亡
き
あ
と
の
国
民
党
内
の
集
団
指
導
体
制

が
ひ
と
ま
ず
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
八
月
二
〇
日
に
発
生
し
た
摩
仲
榿
の
暗
殺
は
、
国
民
党
内
の
集
団
指
導
体
制
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
の
も

と
に
召
集
さ
れ
た
政
治
委
員
会
、
軍
事
委
員
会
、
政
府
委
員
会
か
ら
な
る
合
同
会
議
は
、
涯
精
衛
、
蒋
介
石
、
許
崇
智
か
ら
な
る
特
別
委
員
会
を

組
織
し
、
そ
の
調
査
結
果
は
、
胡
漢
民
、
許
崇
智
の
二
人
の
重
要
な
指
導
者
の
失
脚
を
ま
ね
く
に
い
た
つ
た
．
す
な
わ
ち
、
暗
殺
教
唆
の
嫌
疑

は
、
胡
漢
民
の
弟
で
あ
る
胡
毅
生
に
及
ん
だ
．
胡
毅
生
は
、
す
で
に
、
屡
仲
燈
、
江
精
衛
、
蒋
介
石
の
排
斥
論
を
公
に
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
し
た
が
つ
て
、
事
件
が
胡
毅
生
に
及
ん
だ
こ
と
は
、
党
内
に
お
け
る
胡
漢
民
の
立
場
を
苦
し
く
し
、
つ
い
に
、
彼
は
モ
ス
コ
；
へ
去
ら
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

を
え
な
く
な
つ
た
の
で
あ
る
．
ま
た
、
す
で
に
こ
の
頃
、
許
崇
智
の
率
い
る
広
東
軍
は
、
独
立
的
傾
向
を
も
ち
、
国
民
党
軍
事
委
員
会
の
命
令
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

は
一
応
従
う
が
、
新
た
に
編
成
さ
れ
た
国
民
革
命
軍
と
は
、
共
同
行
動
を
と
ろ
う
と
は
し
な
か
つ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
．
そ
の
証
拠
と
し
て
、

許
崇
智
は
国
民
政
府
の
軍
事
部
長
の
地
位
に
つ
き
な
が
ら
も
、
蒋
介
石
の
指
導
下
で
、
八
月
二
六
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
国
民
革
命
軍
の
編
成
に

は
、
許
崇
智
の
軍
隊
は
入
つ
て
い
な
か
つ
た
、
と
い
う
事
実
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
る
に
、
許
崇
智
揮
下
の
梁
鴻
楷
、
楊
錦
竜
、
張
国
禎
が
胡
毅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

生
と
関
係
を
も
ち
、
こ
の
事
件
に
参
画
し
て
い
た
と
の
理
由
で
逮
捕
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
嫌
疑
は
許
崇
智
に
ま
で
及
び
、
彼
は
胡
毅
生
、
陳
燗
明

に
ま
で
通
じ
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
に
い
た
つ
た
た
め
に
、
注
精
衛
と
蒋
介
石
は
、
合
意
の
う
え
で
学
生
軍
を
主
力
と
す
る
蒋
の
直
轄
部
隊
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

動
か
し
、
九
月
二
〇
日
許
崇
智
軍
の
武
装
解
除
を
敢
行
し
た
。
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こ
こ
に
、
三
人
の
国
民
党
最
高
指
導
者
が
革
命
運
動
の
舞
台
か
ら
去
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
孫
文
亡
き
あ
と
の
集
団
指
導
体
制
が
崩
壊
し
、
そ
れ

に
か
わ
つ
て
、
注
精
衛
・
蒋
介
石
の
協
力
体
制
が
生
れ
て
く
る
の
で
あ
る
．
注
精
衛
は
、
国
民
政
府
主
席
、
中
央
執
行
委
員
会
政
治
委
員
会
主
席

の
地
位
に
あ
り
、
さ
ら
に
、
一
〇
月
に
は
、
摩
仲
榿
の
後
を
継
い
で
、
黄
捕
軍
官
学
校
駐
在
党
代
表
に
就
任
し
た
。
い
わ
ば
、
注
精
衛
は
、
党
・

政
府
の
枢
要
な
地
位
に
あ
つ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
蒋
介
石
は
、
黄
哺
軍
官
学
校
校
長
、
国
民
革
命
軍
第
一
軍
軍
長

の
地
位
に
あ
り
、
軍
事
力
の
掌
握
を
背
景
と
し
て
、
党
内
で
の
発
言
力
を
増
大
し
て
き
た
。

　
す
で
に
み
て
ぎ
た
よ
う
に
、
摩
仲
憧
暗
殺
後
の
国
民
党
政
権
の
強
化
は
、
注
精
衛
と
蒋
介
石
と
の
協
力
の
も
と
に
遂
行
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら

に
、
謝
持
、
郷
魯
ら
の
右
派
の
指
導
者
に
よ
つ
て
、
二
月
に
北
京
で
召
集
さ
れ
た
西
山
会
議
に
た
い
し
て
、
広
東
の
国
民
党
中
央
は
、
注
精
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

の
名
で
談
話
を
発
表
し
、
「
開
会
と
議
決
手
続
」
の
非
合
法
性
の
ゆ
え
に
、
そ
の
立
場
を
否
認
す
る
と
と
も
に
、
一
九
二
六
年
一
月
に
開
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

国
民
党
二
全
大
会
は
、
謝
．
郷
ら
の
党
籍
解
除
を
ふ
く
む
多
数
の
右
派
分
子
を
処
分
し
、
党
内
に
お
け
る
注
・
蒋
協
力
体
制
を
強
化
し
て
い
つ
た

の
で
あ
る
。

　
湯
良
礼
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
注
精
衛
と
蒋
介
石
と
の
「
心
か
ら
の
協
力
」
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
、
な
ら
び
に
、
注
は
蒋
の
軍
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

力
を
必
要
と
し
、
蒋
は
江
の
政
治
指
導
と
影
響
力
を
必
要
と
す
る
、
い
わ
ば
両
者
が
相
互
補
完
的
関
係
に
あ
つ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ

に
た
い
し
て
、
蒋
介
石
の
伝
記
作
者
は
、
注
精
衛
・
蒋
介
石
の
協
力
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
た
、
広
東
政
権
の
強
化
の
状
況
を
蒋
介
石
の
側
か
ら

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
の
七
ヵ
月
間
（
一
九
二
五
・
三
ー
剛
O
…
…
筆
者
註
）
の
広
東
に
お
け
る
軍
事
情
勢
の
完
全
な
安
定
は
、
蒋
介
石
の
一
生
で
の
最
も
輝
か
し
い
軍
事
的
業
績
の

一
つ
で
あ
つ
た
。
…
…
蒋
介
石
の
電
撃
的
な
勝
利
が
国
民
党
を
崩
壊
か
ら
救
い
、
国
民
党
史
上
最
も
統
一
強
化
さ
れ
た
軍
事
力
の
基
礎
の
上
に
党
を
お
く
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

な
つ
た
。
そ
の
後
の
党
内
に
お
け
る
蒋
介
石
の
威
信
は
こ
の
時
代
の
成
功
に
由
来
す
る
。
」

こ
の
よ
う
に
し
て
生
れ
て
き
た
注
精
衛
と
蒋
介
石
と
の
相
互
補
完
的
協
力
関
係
は
、
つ
ぎ
の
段
階
で
い
か
に
し
て
崩
壊
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う



か
。
ハ
ロ
ル
ド
・
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
氏
は
、
こ
の
協
力
関
係
の
崩
壊
の
一
端
を
、
注
精
衛
の
党
．
政
府
内
に
お
け
る
高
い
地
位
に
た
い
す
る
蒋
介
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

の
嫉
妬
心
に
求
め
て
い
る
。
し
か
し
．
さ
ら
に
つ
き
つ
め
れ
ば
、
こ
の
個
人
的
感
情
が
政
治
的
対
立
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、
党
・
政
府
の
指
導

者
と
し
て
の
注
精
衛
と
軍
の
指
導
者
と
し
て
の
蒋
介
石
と
の
地
位
の
上
で
の
対
立
、
そ
の
地
位
に
規
定
さ
れ
る
革
命
認
識
の
相
違
を
前
提
と
す

る
。
後
者
の
間
題
は
後
に
検
討
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
前
者
の
問
題
に
簡
単
に
言
及
し
て
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。

　
党
・
政
府
の
指
導
者
と
し
て
の
注
精
衛
と
軍
の
指
導
者
と
し
て
の
蒋
介
石
と
の
関
係
を
律
す
る
の
は
、
文
官
優
位
を
原
則
と
す
る
党
代
表
制
度

で
あ
る
。
三
中
全
会
は
、
党
代
表
の
権
限
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
原
則
を
確
定
し
て
い
る
。

e
　
軍
校
お
よ
び
軍
隊
に
あ
つ
て
、
す
べ
て
の
命
令
は
、
党
代
表
の
副
署
に
よ
り
、
校
長
あ
る
い
は
当
該
官
長
に
よ
つ
て
執
行
さ
れ
る
。
軍
中
の
党
の
決
議
の
執

　
行
も
ま
た
こ
の
秩
序
を
守
ら
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
⇔
　
す
べ
て
の
軍
校
お
よ
び
軍
隊
中
の
法
令
規
則
は
、
党
代
表
の
副
署
を
経
て
完
全
に
有
効
と
な
る
。

　
か
く
て
、
党
代
表
が
軍
中
の
命
令
、
党
決
議
の
執
行
、
法
令
規
則
に
副
署
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
軍
に
た
い
す
る
党
の
支
配
が
規
約
上
保
障
さ
れ

る
こ
と
に
な
つ
て
い
た
。
し
か
し
、
軍
を
実
際
に
支
配
す
る
た
め
に
は
、
日
常
の
軍
事
訓
練
、
実
際
の
作
戦
行
動
を
通
じ
て
、
兵
士
お
よ
び
将
校

の
忠
誠
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
は
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
一
九
二
四
年
九
月
に
成
立
し
た
教
導
団
の
規
定
が
、
党
代
表

は
部
隊
長
官
の
「
兵
士
の
な
か
の
信
用
と
威
厳
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
職
務
上
の
原
則
と
し
て
、
「
部
隊
の
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

事
行
動
を
妨
害
し
て
は
な
ら
な
い
」
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
党
代
表
は
、
形
式
的
に
は
軍

司
令
官
を
指
導
し
つ
つ
も
、
軍
事
行
動
に
お
け
る
軍
司
令
官
の
主
導
権
を
認
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
一
般
兵
士
、
将
校
の
忠
誠
を
確
保
す
る
地
位

か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
党
代
表
が
軍
指
導
者
を
支
配
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
軍
事
力
の
体
現
者
と
な

る
た
め
に
は
、
軍
指
導
者
が
党
代
表
に
心
服
し
、
し
か
も
同
一
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
方
向
を
も
ち
、
さ
ら
に
、
軍
指
導
者
の
意
見
が
党
内
に
反
映

さ
れ
る
制
度
的
保
障
が
必
要
と
な
つ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
反
面
、
党
代
表
は
、
そ
の
軍
事
力
の
行
使
に
あ
た
つ
て
、
軍
指
導
者
へ
の
依
存
を
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（
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七
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強
め
て
い
く
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
一
九
二
五
年
末
に
成
立
し
た
涯
精
衛
・
蒋
介
石
協
力
体
制
を
み
て
み
る
と
、
涯
精
衛
は
、
党
・

政
府
の
指
導
者
と
し
て
、
軍
隊
そ
の
も
の
に
た
い
す
る
直
接
的
指
導
力
を
欠
い
て
い
た
．
注
精
衛
と
は
対
照
的
に
、
蒋
介
石
は
軍
に
た
い
す
る
指

導
に
よ
つ
て
党
内
に
お
け
る
地
位
を
強
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
注
精
衛
と
蒋
介
石
と
の
あ
い
だ
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
お
よ
び
政
策

上
の
決
裂
が
な
い
か
ぎ
り
、
軍
事
力
の
行
使
に
お
い
て
、
両
者
の
協
力
体
制
が
維
持
さ
れ
え
た
。
し
か
し
、
両
者
の
あ
い
だ
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
・

政
策
上
の
対
立
が
生
じ
た
と
き
、
注
精
衛
は
蒋
介
石
の
軍
事
力
の
行
使
の
ま
え
に
敗
退
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
た

が
つ
て
、
涯
精
衛
・
蒋
介
石
協
力
体
制
そ
の
も
の
が
、
両
者
の
党
内
に
お
け
る
地
位
の
相
違
の
た
め
に
、
そ
れ
を
崩
壊
に
導
く
契
機
を
内
包
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
一
九
二
六
年
一
月
に
広
州
で
召
集
さ
れ
た
国
民
党
二
全
大
会
は
、
右
派
分
子
の
脱
落
と
い
わ
ゆ
る
左
派
、
中
共
、
蒋
介
石
を
中
心
と
す
る
軍
人

グ
ル
㌧
フ
の
進
出
に
よ
つ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
党
組
織
の
な
か
で
影
響
力
を
も
つ
左
派
の
権
威
は
、
労
農
運
動
を
掌
握
す
る
中
共
と
軍
を
掌
握

す
る
蒋
介
石
を
中
心
と
す
る
軍
人
グ
ル
ー
プ
に
よ
つ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
つ
て
．
緩
衝
勢
力
と
し
て
の
左
派
の
指
導
力
の
強
弱
い
か
ん

に
よ
つ
て
は
、
中
共
と
蒋
介
石
グ
ル
ー
プ
の
実
力
が
直
接
対
決
す
る
可
能
性
が
あ
つ
た
．

　
党
内
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
権
力
状
況
の
な
か
で
、
一
九
二
六
年
三
月
二
〇
日
に
中
山
艦
事
件
が
勃
発
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
事
件
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
）

性
格
に
か
ん
し
て
確
定
し
た
説
明
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
原
因
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
こ
の
事
件
は
、
結
果
的
に
は
蒋
介
石
の
反
共
ク
ー
デ
タ
ー

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
人
顧
問
の
逮
捕
、
注
精
衛
の
失
脚
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
蒋
介
石
と
の
権
力
闘
争
に
敗
れ
た
注
精
衛
は
、
病
気

療
養
を
理
由
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
の
旅
に
出
発
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
。

　
注
精
衛
は
、
中
国
に
ふ
み
と
ど
ま
る
か
わ
り
に
、
な
ぜ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
の
旅
を
選
ば
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
沢
田
謙
氏
は
、
そ

の
原
因
と
し
て
、
注
精
衛
は
そ
の
性
格
か
ら
し
て
、
「
党
の
内
訂
の
や
う
な
私
闘
」
に
ま
き
こ
ま
れ
る
こ
と
を
好
ま
ず
、
自
ら
身
を
引
く
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

よ
つ
て
、
事
件
の
円
満
な
解
決
を
望
ん
で
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、
注
精
衛
が
国
内
に
と
ど
ま
り
う
る
だ
け
の
力
を
も
つ
て



い
た
の
だ
が
、
彼
の
淡
白
な
性
格
ゆ
え
に
、
そ
の
よ
う
な
行
動
を
と
ら
な
か
つ
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
湯
良
礼
は
．
注
精
衛
が
当

時
病
気
で
あ
つ
た
こ
と
、
な
ら
び
に
、
個
人
的
野
心
を
も
つ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
さ
ら
に
加
え
て
、
蒋
介
石
の
行
動
は
、
注

が
長
年
そ
の
確
立
に
努
力
し
て
き
た
文
官
優
位
の
原
則
を
ふ
み
に
じ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
両
者
の
協
力
関
係
が
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
湯
良
礼
の
指
摘
は
、
ま
さ
に
注
精
衛
・
蒋
介
石
協
力
体
制
に
内
在
し
て
い
た
文
官
と
軍
官
と
の
矛
盾
が
、
現
実
の
も
の

と
な
つ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
注
精
衛
と
蒋
介
石
と
の
あ
い
だ
に
政
策
・
イ
デ
オ
・
ギ
ー
上
の
相
違
が
生
じ
、
軍
指
導
者
と
し

て
の
蒋
が
自
ら
の
道
を
歩
み
出
し
た
と
き
、
党
・
政
府
指
導
者
と
し
て
の
注
は
、
蒋
の
軍
事
力
の
前
に
敗
退
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
中
山
艦
事
件
を
契
機
と
す
る
注
精
衛
の
外
遊
の
原
因
は
、
単
に
注
の
淡
白
な
性
格
に
求
め
ら
れ
る
べ
ぎ
で
は
な
く
、
彼
の

お
か
れ
て
い
た
軍
官
に
た
い
す
る
文
官
の
地
位
そ
の
も
の
の
固
有
の
性
格
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
つ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
「
蒋
介
石
と
の
対
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

を
激
化
す
る
こ
と
の
不
利
を
知
」
つ
た
が
ゆ
え
に
、
注
精
衛
は
外
遊
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
一
九
二
五
年
末
に
成
立
し
た

注
精
衛
・
蒋
介
石
協
力
体
制
が
崩
壊
し
た
．

　
そ
こ
で
、
検
討
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
国
民
党
二
全
大
会
か
ら
中
山
艦
事
件
に
い
た
る
間
の
注
精
衛
と
蒋
介
石
と
の
対
立
を
も
た
ら
し
た
底
流

に
あ
る
、
両
者
の
政
策
・
イ
デ
オ
・
ギ
ー
上
の
相
違
が
い
か
な
る
点
に
あ
つ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
両
者
の
政
策
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
内

容
の
相
違
そ
の
も
の
は
後
に
検
討
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
の
間
の
両
者
の
対
立
点
の
み
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
二
全
大
会
か
ら
中
山

艦
事
件
に
い
た
る
注
精
衛
と
蒋
介
石
と
の
対
立
は
、
第
一
義
的
に
は
蒋
介
石
と
中
共
と
の
対
立
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
注
精
衛
と
の
関
係
を
考

慮
し
つ
つ
、
中
山
艦
事
件
に
い
た
る
蒋
介
石
の
反
共
化
の
諸
要
因
を
整
理
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
こ
の
間
、
注
精
衛
と
蒋
介
石
の
双
方
か
ら
、
直
接
相
手
と
の
対
立
を
し
め
す
資
料
に
乏
し
い
。
わ
ず
か
に
、
蒋
介
石
は
、
一
九
二
六
年
二
月
二

七
日
に
注
精
衛
を
訪
れ
、
か
ね
て
か
ら
北
伐
必
敗
論
を
と
な
え
て
い
た
キ
サ
ン
カ
の
帰
国
を
進
言
し
た
．
つ
づ
い
て
、
三
月
八
日
蒋
介
石
は
再
び

注
精
衛
を
訪
れ
、
ソ
連
人
お
よ
び
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
た
い
し
て
自
主
的
立
場
を
保
持
す
る
必
要
性
を
説
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
こ
と
が
直
ち
に
キ
サ

　
　
　
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
江
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
（
一
七
六
九
）



　
　
　
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
注
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
（
一
七
七
〇
）

ン
カ
の
耳
に
入
つ
て
し
ま
つ
た
た
め
、
蒋
は
、
注
と
共
産
党
と
の
結
託
の
強
さ
を
認
識
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
こ
と
を
後
年
明
ら
か
に
し
て
い

（
2
4
）る
。
こ
の
こ
と
は
、
蒋
介
石
の
注
精
衛
に
た
い
す
る
不
信
が
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
代
表
と
そ
の
指
導
下
に
あ
つ
た
中
共
を
め
ぐ
る
間
題
か
ら
生
れ
て

き
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
蒋
介
石
と
コ
ミ
ソ
テ
ル
ン
代
表
、
中
共
と
の
あ
い
だ
に
横
た
わ
つ
て
い
た
対
立
関
係
を
彼
の
日
記
か
ら
ひ
ろ
つ
て
整
理
し
て
み
る

と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
蒋
介
石
の
当
時
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
派
遣
の
軍
事
顧
問
、
と
く
に
キ
サ
ン
カ
と
の
主
要
な
対
立
点
は
、
北
伐
を
め
ぐ
る
も

の
で
あ
つ
た
。
北
方
に
革
命
根
拠
地
を
建
設
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
蒋
介
石
は
、
幾
度
か
北
伐
を
主
張
し
、
キ
サ
ン
カ
の
反
対
に

　
　
　
　
（
2
5
）

あ
つ
て
い
た
。
か
か
る
対
立
を
背
景
と
し
て
、
蒋
介
石
が
・
シ
ア
人
顧
間
に
対
し
て
自
主
的
立
場
を
保
持
す
る
必
要
性
を
説
い
て
い
た
こ
と
は
、

す
で
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
蒋
介
石
が
二
月
一
六
日
に
参
謀
団
の
改
組
を
迫
つ
た
と
き
に
も
、
ソ
連
人
を
更
迭
し
、
別
に
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

務
官
を
任
命
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
感
情
的
な
面
に
お
い
て
も
、
蒋
介
石
は
、
ソ
連
人
が
彼
を
「
疑
い
き
ら
い
」
、
「
侮
蔑
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

い
る
」
、
と
い
う
印
象
を
も
つ
に
い
た
つ
た
の
で
あ
る
。

　
国
民
党
二
全
大
会
を
前
後
と
し
て
み
ら
れ
る
中
共
勢
力
の
拾
頭
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
派
遣
の
軍
事
顧
間
と
の
対
立
以
上
に
、
蒋
介
石
の
党
内
に

お
け
る
地
位
へ
の
挑
戦
で
あ
つ
た
．
蒋
介
石
を
悩
ま
せ
た
中
共
と
の
対
立
の
第
一
に
あ
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
黄
捕
軍
官
学
校
に
お
け
る
中
共
系
の

青
年
軍
人
連
合
会
と
そ
れ
に
反
対
す
る
孫
文
主
義
学
会
と
の
対
立
で
あ
つ
た
。
当
初
の
蒋
介
石
の
立
場
は
、
反
共
的
孫
文
主
義
学
会
の
立
場
と
同

一
で
は
な
か
つ
た
。
例
え
ば
、
一
九
二
五
年
二
一
月
二
八
日
に
、
孫
文
主
義
学
会
が
明
日
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ソ
を
行
い
、
西
山
会
議
の
ビ
ラ

を
ま
こ
う
と
し
て
い
る
旨
を
伝
え
る
注
精
衛
か
ら
の
電
報
を
受
け
と
つ
た
と
き
、
蒋
介
石
は
そ
の
行
動
を
阻
止
す
る
よ
う
返
電
を
打
つ
こ
と
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
ヴ

つ
て
、
西
山
会
議
派
な
ら
び
に
孫
文
主
義
学
会
に
反
対
す
る
態
度
を
示
し
た
。
蒋
介
石
は
、
さ
ら
に
、
一
九
二
六
年
二
月
二
日
に
、
両
会
の
対
立

解
消
の
た
め
に
連
席
会
議
を
開
催
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
蒋
介
石
を
主
席
と
し
て
、
O
両
会
幹
部
は
相
互
に
加
入
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
べ
き
こ

と
、
⇔
両
会
は
、
軍
校
校
長
と
党
代
表
と
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
、
㊧
党
代
表
を
の
ぞ
い
た
、
団
長
以
上
の
高
級
長
官
は
、
両
会
に
加
入
で
き
な



い
、
四
両
会
会
員
の
あ
い
だ
に
諒
解
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
き
に
は
、
校
長
お
よ
び
党
代
表
の
解
決
を
請
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
の
四
つ
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

項
を
決
議
し
た
が
、
両
会
の
対
立
は
こ
れ
に
よ
つ
て
解
消
す
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
か
く
て
、
蒋
介
石
は
、
そ
の
反
共
化
に
つ
れ
て
孫
文
主
義
学

会
へ
の
接
近
の
度
合
を
強
め
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。
蒋
介
石
の
反
共
化
の
過
程
で
、
黄
捕
軍
官
学
校
内
の
青
年
軍
人
連
合
会
の
み
が
障
害
と
な
つ

た
の
で
は
な
か
つ
た
．
党
・
軍
に
い
る
中
国
共
産
党
員
全
体
に
蒋
介
石
は
敵
意
を
も
つ
に
い
た
る
。
す
な
わ
ち
、
「
共
産
分
子
の
党
内
活
動
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
）

誠
意
を
も
つ
て
接
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
て
お
り
」
、
共
産
党
員
は
「
本
党
本
軍
の
な
か
に
あ
つ
て
、
　
一
つ
の
団
体
で
二
つ
の
主
義
を
も
つ
て

　
（
31
）

い
る
」
。
か
か
る
中
共
に
対
す
る
不
満
に
加
え
て
、
蒋
介
石
の
耳
に
入
つ
て
く
る
中
共
側
の
蒋
批
判
は
、
ま
す
ま
す
彼
を
反
共
化
さ
せ
て
い
つ
た
。

例
え
ば
、
中
共
党
員
高
語
牢
が
、
「
わ
れ
わ
れ
の
団
体
に
は
一
人
の
段
棋
瑞
が
お
り
、
北
方
の
段
棋
瑞
を
打
倒
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
こ
ち
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

段
棋
瑞
を
打
倒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
と
公
言
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
蒋
介
石
を
誹
諺
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
．
か
く
て
、
蒋
介
石
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

感
情
的
に
も
、
「
言
葉
に
つ
く
せ
な
い
、
言
う
に
忍
び
な
い
」
苦
痛
を
受
け
た
の
で
あ
る
．

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
中
山
艦
事
件
を
め
ぐ
る
注
精
衛
と
蒋
介
石
と
の
対
立
は
、
中
共
、
ソ
連
と
い
か
な
る
関
係
を
も
つ
か
、
と
い
う
こ
と
を
め

ぐ
る
問
題
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
こ
の
間
の
国
民
党
の
党
路
線
の
発
展
の
な
か
で
い
か
に
と
ら
え
ら

れ
て
き
た
か
を
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　
（
1
）
　
涯
精
衛
は
、
北
京
で
孫
文
の
遺
嘱
の
起
草
に
あ
た
り
、
彼
の
死
に
立
ち
あ
つ
た
（
注
精
衛
「
総
理
逝
世
一
週
年
紀
念
大
会
訓
話
」
、
一
九
二
六
・
三
1
『
注
精
衛
集
』
、

　
　
第
三
巻
、
一
九
三
〇
、
上
海
、
一
一
一
－
一
一
二
頁
）
。
一
九
二
八
年
七
月
の
北
京
に
お
け
る
北
伐
完
成
報
告
祭
で
、
蒋
介
石
は
、
第
鱒
次
東
征
途
上
、
広
東
省
興
寧

　
　
で
孫
文
の
死
の
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
橘
撲
「
蒋
介
石
」
、
一
九
二
八
・
一
一
、
『
中
央
公
論
』
ー
『
橘
撲
著
作
集
』
、
第
一
巻
、
　
一
九
六
六
、

　
　
五
五
六
頁
）
。
彦
仲
憧
は
、
当
時
広
東
省
東
部
で
、
党
代
表
と
し
て
東
征
軍
の
慰
労
に
あ
た
つ
て
お
り
（
『
摩
仲
榿
集
』
一
九
六
三
、
北
京
、
二
三
三
頁
の
註
）
、
胡
漢
民

　
　
は
、
大
元
帥
代
理
と
し
て
、
広
州
で
職
務
を
遂
行
し
て
い
た
（
毛
思
誠
編
『
民
国
十
五
年
以
前
之
蒋
介
石
先
生
』
、
｝
九
六
五
年
香
港
龍
門
書
店
発
行
の
影
印
本
、
三
九

　
　
九
頁
）
．

　
（
2
）
　
毛
思
誠
編
、
前
掲
書
、
四
二
六
－
四
二
八
頁
。

　
（
3
）
　
右
同
、
四
二
七
頁
。

　
　
　
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
注
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
（
一
七
七
一
）



中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
注
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線

五
〇
　
　
（
一
七
七
二
）

（
4
）
　
目
．
導
σ
q
い
霊
夷
－
F
誉
ま
壕
嶺
鍔
8
憶
璽
魚
罫
㊦
q
蕊
§
。
。
㊦
却
受
蕊
8
卸
お
ω
ρ
い
o
区
。
ダ
》
8
ρ
胡
漢
民
の
兄
は
広
東
省
の
財
政
を
支
配
し
、
そ
れ
か
ら
私
的
利
益

　
を
得
て
お
り
．
弟
は
、
広
東
国
民
党
政
権
と
対
立
し
つ
つ
あ
つ
た
楊
希
闘
に
通
じ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
毛
思
誠
編
、
前
掲
書
、
四
二
七
ー
四
二
八
頁
。

（
6
）
　
「
中
国
国
民
党
接
受
総
理
遺
嘱
宣
言
」
（
一
九
二
五
・
五
・
二
四
）
！
中
央
執
行
委
員
会
秘
書
処
『
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
第
三
次
全
体
会
議
議
決
案
刊
要
』
、

　
一
九
二
五
、
一
〇
頁
。

パパパパパパハパ　ハハ　　ハ2019181716151413121110987）　　　　）　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）が
そ
れ
で
あ
る
。

（
中
共
党
員
）
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
そ
の
答
え
に
不
審
な
点
が
多
か
つ
た
た
め
に

さ
ら
に
は
、

演
説
集
』

会
の
一
部
分
子
の
陰
謀
で
あ
る
（
胡
華
編

の
ま
わ
り
に
入
り
こ
み
、

反
を
策
し
て
い
た
、

毛
思
誠
編
、
前
掲
書
、
四
五
二
頁
。

張
其
胸
『
党
史
概
要
』
、
第
二
冊
、
一
九
五
九
（
第
三
版
）
、
台
北
、
四
八
二
頁
。

董
顕
光
著
、
寺
島
正
・
奥
野
正
巳
共
訳
『
蒋
介
石
』
、
一
九
五
六
、
四
七
－
四
八
頁
．

弓
導
騎
ピ
o
き
等
F
o
》
。
罫
暢
｝
曽
一
・

一
三
画
こ
箸
。
認
O
I
旨
一
・

董
顕
光
著
、
前
掲
書
、
四
八
頁
。

佐
藤
俊
三
『
支
那
近
世
政
党
史
』
、
一
九
四
〇
、
三
〇
八
頁
。

波
多
野
乾
一
『
中
国
国
民
党
通
史
』
、
一
九
四
三
、
三
二
八
頁
．

円
、
霞
α
q
い
①
導
α
q
山
ジ
o
や
。
一
げ
こ
マ
N
器
●

董
顕
光
著
．
前
掲
書
．
四
九
ー
五
〇
頁
。

国
鶏
o
匡
国
●
密
g
望
国
ぎ
孚
ε
恥
＆
気
§
q
ミ
§
G
。
Q
肉
ミ
9
ミ
画
§
ρ
鱒
民
冨
く
ぼ
＆
a
憲
。
戸
一
8
ρ
の
賞
段
o
吋
山
一
P
O
一
。

「
中
国
国
民
党
対
於
党
軍
校
及
軍
隊
之
訓
令
」
（
訓
令
第
一
二
号
）
ー
前
掲
、
三
中
全
会
決
議
案
、
一
九
頁
．

羅
家
倫
主
編
『
革
命
文
献
』
、
第
一
〇
巻
、
一
九
五
五
．
台
北
．
七
ー
八
頁
。

こ
の
事
件
の
性
格
に
か
ん
し
て
従
来
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
説
明
は
、
大
別
し
て
つ
ぎ
の
三
つ
で
あ
る
。
e
中
共
陰
謀
説
、
O
蒋
介
石
陰
謀
説
、
㊧
西
山
派
陰
謀
説
、

　
　
　
　
　
三
月
一
八
日
に
、
軍
鑑
中
山
艦
が
理
由
な
く
黄
捕
へ
廻
航
し
て
ぎ
た
の
で
、
蒋
介
石
は
、
そ
の
命
令
系
統
に
か
ん
し
て
、
海
軍
局
代
理
局
長
李
之
龍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
こ
の
動
き
を
反
蒋
行
動
と
見
な
し
、
二
Q
日
に
、
李
之
龍
を
は
じ
め
と
す
る
共
産
党
員
、

　
　
　
ソ
連
人
顧
間
の
逮
捕
に
ふ
み
き
つ
た
、
と
い
う
の
が
事
件
直
後
の
蒋
介
石
の
説
明
で
あ
る
（
一
九
二
六
・
四
、
「
宴
会
全
体
党
代
表
訓
話
」
！
『
蒋
介
石
先
生

　
、
第
三
集
、
一
九
二
九
、
上
海
、
一
六
七
ー
一
六
九
頁
）
．
中
共
側
の
見
解
で
は
、
李
之
龍
に
中
山
艦
の
廻
航
を
命
じ
た
こ
と
自
体
が
、
蒋
介
石
と
孫
文
主
義
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
中
国
新
民
主
主
義
革
命
史
初
稿
』
ー
一
九
五
〇
．
広
州
、
六
八
ー
六
九
頁
）
。
さ
ら
に
、
当
時
、
西
山
会
議
派
の
人
物
が
蒋
介
石

　
　
　
　
　
　
　
　
涯
精
衛
に
た
い
す
る
中
共
の
批
判
を
蒋
介
石
の
目
か
ら
隠
し
、
注
と
中
共
と
の
関
係
を
親
密
に
見
せ
か
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
注
・
蒋
聞
の
離

　
　
　
　
　
　
と
い
う
の
が
注
精
衛
側
の
主
張
で
あ
る
（
円
、
導
凶
い
。
鶏
曽
芦
8
る
F
眉
マ
N
癖
ω
山
含
）
．
中
山
鑑
事
件
に
論
及
し
た
も
の
と
し
て
、
古
く
は
三
上
諦



聴
氏
の
「
中
山
鑑
事
件
の
一
考
察
」

学
部
研
究
論
集
』
四
四
）
が
あ
る
．

　　　　　ハパパパハハパハ33　32　31　30　29　28　27　26　25　24　23　22　21
）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）

沢
田
謙
『
注
兆
銘
』
、

目
旨
即
ロ
の
い
①
”
昌
曽
一
陣
．
O
b
。

森
田
正
夫
『
涯
兆
銘
』
、

蒋
介
石
著
、
寺
島
正
訳

毛
思
誠
編
、
前
掲
書
、

毛
思
誠
編
、
前
掲
書
、

毛
思
誠
編
、
前
掲
書
、

毛
思
誠
編
、
前
掲
書
、

毛
思
誠
編
、
前
掲
書
、

毛
思
誠
編
、
前
掲
書
、

蒋
介
石

蒋
介
石

毛
思
誠
編
、
前
掲
書
、

（
『
石
浜
先
生
古
稀
記
念
東
洋
学
叢
』
）
が
あ
り
、
最
近
で
は
、
波
多
野
善
大
氏
の
「
中
山
艦
事
件
お
ぼ
え
が
き
」
（
『
名
古
屋
大
学
文

「
対
官
佐
学
生
訓
話
（
三
）
」

「
宴
会
全
体
党
代
表
訓
話
」

一
九
三
九
、
一
二
八
i
一
二
九
頁
。

o
詳
‘
マ
N
“
①
・

　
一
九
三
九
、
二
二
一
頁
。

『
中
国
の
な
か
の
ソ
連
』
、
一
九
六
二
、
三
九
頁
。

一
九
二
六
二
・
二
八
、
二
・
二
二
、
二
・
二
四
、
三
・
一
二
、
三
・
一
八
の
目
記
、
六
一
四
、

六
一
九
頁
。

一
一
・
一
一
の
目
記
、
六
一
八
頁
。

五
七
三
頁
．

六
一
六
頁
．

一
九
二
六
・
三
・
九
の
日
記
、
六
二
五
頁
。

　
　
　
　
　
（
一
九
二
六
・
四
・
九
）
ー
『
蒋
介
石
先
生
演
説
集
』
、
第
三
集
、
一
二
二
頁
。

　
　
　
　
　
（
一
九
二
六
・
四
）
1
『
蒋
介
石
先
生
演
説
集
』
、
第
三
集
、
一
六
〇
頁
．

一
九
二
六
・
三
・
一
七
の
日
記
、
六
二
七
頁
。

六
二
一
、
六
一
二
、
六
二
六
、
六
二
七
頁
。

三

　
一
九
二
五
年
五
月
下
旬
に
広
州
で
開
か
れ
た
国
民
党
三
中
全
会
は
、
孫
文
亡
き
あ
と
は
じ
め
て
新
た
な
党
路
線
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
特
徴

は
、
e
国
民
党
は
孫
文
の
遺
志
を
継
い
で
、
農
民
・
労
働
者
を
中
心
と
す
る
、
大
衆
的
基
盤
に
も
と
づ
い
た
反
帝
国
主
義
・
反
軍
閥
闘
争
を
継

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

続
・
強
化
す
る
こ
と
、
口
北
京
臨
時
執
政
政
府
と
国
民
党
と
の
合
作
は
、
「
完
全
に
絶
望
」
的
で
あ
る
こ
と
、
㊧
「
平
等
を
も
つ
て
我
を
扱
う
民

族
」
と
の
結
合
に
よ
る
、
世
界
被
圧
迫
民
族
の
解
放
、
四
「
平
等
を
も
つ
て
我
を
扱
う
民
族
」
と
は
、
「
現
代
の
世
界
」
で
は
ソ
連
で
あ
る
こ
と
の

　
　
　
　
　
（
2
）

諸
点
で
あ
つ
た
。
e
と
口
は
、
孫
文
亡
き
あ
と
の
国
民
党
が
、
一
全
大
会
宣
言
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
反
帝
国
主
義
的
諸
階
級
の
統
一
戦
線
の
方
針

　
　
　
　
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
涯
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
（
一
七
七
三
）



　
　
　
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
狂
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
　
（
一
七
七
四
）

を
、
基
本
的
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
か
ん
し
て
、
宣
言
は
、
「
わ
が
民
族
の
平
等
と
国
家
の
独
立
を
尊
重
で
き
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
は
、
す
べ
て
中
華
民
国
親
善
の
友
と
な
る
。
こ
れ
に
反
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
わ
が
国
家
の
敵
と
な
る
」
、
と
述
べ
て
い
る
。
国
家
と
民
族
の

独
立
と
平
等
に
か
ん
す
る
、
敵
・
味
方
の
画
然
た
る
区
別
は
、
一
面
で
は
、
国
民
党
の
反
帝
国
主
義
的
態
度
の
強
さ
を
示
し
、
他
面
で
は
、
国
民

党
の
反
帝
国
主
義
勢
力
と
の
結
合
の
可
能
性
を
示
す
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
㊧
と
内
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
中
国
の
国
民
革
命
が
、
「
平
等

を
も
つ
て
我
を
扱
う
民
族
」
と
共
同
奮
闘
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
す
で
に
孫
文
の
遺
嘱
の
な
か
に
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
、
そ
れ
が

ソ
連
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
．
さ
ら
に
、
世
界
の
被
圧
迫
民
族
の
解
放
を
唱
導
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
中
国
の
国
民
革
命
は
、
世
界
的
規
模

で
の
、
反
帝
国
主
義
的
民
族
解
放
運
動
の
一
環
と
し
て
把
握
さ
れ
る
に
い
た
つ
た
の
で
あ
る
．

　
上
海
に
お
け
る
五
・
三
〇
事
件
、
な
ら
び
に
、
広
州
に
お
け
る
六
・
二
三
沙
基
惨
案
は
、
広
州
で
成
立
し
つ
つ
あ
つ
た
国
民
党
政
権
の
存
立
そ

の
も
の
に
対
す
る
挑
戦
で
あ
り
、
三
中
全
会
で
示
さ
れ
た
国
民
党
の
反
帝
国
主
義
的
態
度
に
対
す
る
試
金
石
で
も
あ
つ
た
。
一
九
二
五
年
六
月
二

三
日
の
事
件
当
日
、
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
は
、
宣
言
を
発
し
、
上
海
に
お
け
る
五
・
三
〇
事
件
を
は
じ
め
と
す
る
、
こ
の
種
の
事
件
の
勃
発

の
原
因
は
、
中
国
に
課
せ
ら
れ
た
不
平
等
条
約
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
「
取
消
し
」
を
求
め
る
態
度
を
表
明
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
目
的

を
実
現
す
る
に
あ
た
つ
て
、
宣
言
は
極
め
て
慎
重
な
態
度
を
と
り
、
「
武
力
」
や
「
狭
陛
な
復
仇
手
段
」
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
「
平
和
な
正
当
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

方
法
」
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。
か
く
て
、
イ
ギ
リ
ス
官
憲
と
の
軍
事
的
対
決
を
回
避
し
た
広
州
の
国
民
政
府
が
、
こ
の
目
的
実
現
の

た
め
に
と
り
え
た
手
段
は
、
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
つ
た
．

　
す
で
に
、
五
月
一
日
に
成
立
し
た
中
華
全
国
総
工
会
は
、
林
偉
民
、
劉
少
奇
ら
の
指
導
下
に
あ
り
、
当
時
の
労
働
運
動
は
、
中
共
の
強
い
影
響

下
に
あ
つ
た
。
さ
ら
に
、
当
時
、
「
あ
ら
ゆ
る
大
衆
組
織
、
お
よ
び
、
政
府
・
（
国
民
党
）
党
機
関
の
下
層
組
織
に
あ
つ
て
は
、
共
産
主
義
者
と
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
シ
ン
パ
が
、
す
べ
て
の
日
常
工
作
を
遂
行
し
、
最
大
の
個
人
的
影
響
力
を
行
使
し
て
い
た
」
の
で
あ
る
。
事
件
勃
発
直
後
、
香
港
の
労
働
者
は

広
州
へ
引
き
あ
げ
、
蘇
兆
徴
、
郡
中
夏
ら
の
共
産
党
員
の
指
導
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
委
員
会
の
下
で
、
翌
一
九
二
六
年
一
〇
月
ま
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を



続
け
た
。
広
州
の
国
民
政
府
は
、
ス
ト
テ
イ
キ
を
直
接
指
導
し
な
か
つ
た
げ
れ
ど
も
、
ス
ト
テ
イ
キ
の
期
間
中
、
一
ヵ
月
三
〇
万
ド
ル
に
の
ぼ
る

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

財
政
援
助
を
与
え
た
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
経
済
断
交
を
宣
言
し
、
港
口
を
閉
鎖
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
．
間
接
的
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
援
助
し
た
。
三
中

全
会
の
明
ら
か
に
し
た
反
帝
国
主
義
の
方
向
が
、
沙
基
惨
案
を
通
し
て
具
体
的
に
展
開
し
た
と
き
、
広
東
の
国
民
党
政
権
は
、
大
衆
運
動
と
そ
れ

を
指
導
す
る
中
共
の
力
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
広
東
政
権
存
続
の
た
め
の
容
共
政
策
継
続
の
必
要
性
が
あ
つ
た
。

三
中
全
会
採
択
の
訓
令
第
一
〇
号
は
、
こ
の
要
請
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
訓
令
は
、
帝
国
主
義
・
軍
閥
等
の
反
革
命
勢
力
に
よ
る
党

の
容
共
政
策
攻
撃
に
対
し
て
、
以
下
の
理
由
か
ら
反
論
を
加
え
て
い
る
．
e
国
家
の
独
立
を
求
め
る
国
民
党
は
、
半
植
民
地
中
国
で
圧
迫
さ
れ
て

い
る
各
階
級
を
代
表
す
る
、
⇔
党
綱
を
実
行
し
、
党
章
程
に
の
つ
と
つ
て
行
動
す
る
者
は
、
す
べ
て
国
民
党
員
た
り
う
る
、
㊧
中
共
は
プ
・
レ
タ

リ
ア
ー
ト
の
党
で
あ
り
、
た
と
え
中
共
を
消
滅
さ
せ
て
も
、
中
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
そ
れ

　
（
8
）

で
あ
る
。
こ
の
容
共
の
主
張
は
、
一
九
二
五
年
八
月
の
国
民
党
二
中
全
会
の
決
議
を
直
接
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
党
は
こ
こ
で
容
共
政
策
を
再

確
認
し
た
こ
と
に
な
る
．
か
く
て
、
連
ソ
政
策
を
基
軌
と
す
る
国
民
党
の
反
帝
国
主
義
的
世
界
政
策
の
展
開
は
、
大
衆
運
動
を
媒
介
と
し
て
、
必

然
的
に
容
共
政
策
に
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
一
九
二
六
年
一
月
に
広
州
で
開
催
さ
れ
た
国
民
党
二
全
大
会
の
宣
言
は
、
三
中
全
会
の
明
ら
か
に
し
た
国
民
党
の
方
向
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て

い
る
。
こ
の
宣
言
の
第
一
の
特
徴
は
、
反
帝
国
主
義
的
世
界
政
策
を
体
系
的
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
．
宣
言
の
世
界
情
勢
に
か
ん
す
る
基

本
的
認
識
は
、
第
一
次
大
戦
前
、
「
帝
国
主
義
者
が
、
極
少
数
の
本
国
人
民
を
以
て
、
大
多
数
の
植
民
地
人
民
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
が
、

今
日
、
「
帝
国
主
義
の
基
礎
は
す
で
に
動
揺
し
、
崩
壊
の
期
遠
か
ら
ざ
る
」
状
況
に
あ
る
。
動
揺
し
つ
つ
あ
る
帝
国
主
義
体
制
に
と
つ
て
、
「
世
界

上
一
切
の
被
圧
迫
民
族
及
び
民
衆
の
連
合
奮
闘
が
そ
の
致
命
傷
と
な
る
」
。
こ
こ
に
、
世
界
的
規
模
で
の
反
帝
国
主
義
的
統
一
戦
線
結
成
の
必
要

性
が
あ
る
。
反
帝
国
主
義
陣
営
は
、
植
民
地
・
半
植
民
地
の
諸
民
族
、
「
帝
国
主
義
本
国
内
の
被
圧
迫
民
衆
」
、
社
会
主
義
国
ソ
連
か
ら
構
成
さ
れ

る
．
か
く
て
、
反
帝
国
主
義
陣
営
に
属
す
る
中
国
の
革
命
は
、
世
界
革
命
の
一
環
と
し
て
理
解
さ
れ
、
特
に
、
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
に
対
し

　
　
　
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
涯
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
　
（
一
七
七
五
）



　
　
　
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
注
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
（
一
七
七
六
）

て
誠
意
を
も
つ
て
こ
れ
と
合
作
」
す
る
必
要
性
が
強
調
さ
れ
る
．
か
く
て
、
「
帝
国
主
義
打
倒
は
国
民
革
命
の
第
一
工
作
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　
宣
言
の
第
二
の
特
徴
は
、
必
ず
し
も
明
確
な
形
で
は
な
い
が
、
民
族
解
放
運
動
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
指
導
的
地
位
に
言
及
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
宣
言
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
欧
州
戦
争
中
（
第
一
次
世
界
大
戦
ー
筆
者
註
）
、
植
民
地
と
半
植
民
地
の
工
業
は
、
に
わ
か
に
発
展
し
、
そ
の
自
然
の
結
果
と
し
て
、
労
働
者
階
級
の
発
展
を
も

　
た
ら
し
た
。
す
で
に
、
労
働
者
階
級
は
、
驚
く
べ
き
速
度
で
国
民
革
命
中
の
有
力
な
成
分
に
な
つ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
さ
ら
に
、
民
族
解
放
運
動
の
な
か
で
の

　
指
導
的
地
位
を
取
得
し
た
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

　
さ
ら
に
、
二
全
大
会
採
択
の
「
工
人
運
動
決
議
案
」
は
、
「
工
人
大
衆
は
各
界
民
衆
の
な
か
で
最
も
重
要
で
あ
る
」
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
国
民
党
一
全
大
会
以
来
、
現
に
発
展
し
つ
つ
あ
つ
た
反
帝
国
主
義
的
労
働
運
動
、
お
よ
び
、
そ
れ
を
指
導
し
た
中
共
の
力
を
高
く
評
価
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
周
知
の
ご
と
く
、
国
民
党
二
全
大
会
は
、
蒋
介
石
を
中
心
と
す
る
軍
人
グ
ル
㌧
フ
と
中
共
に
支
持
さ
れ
た
、
左
派
の
指
導
下
に
あ
つ
た
。
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

が
つ
て
、
注
精
衛
が
宣
言
起
草
委
員
の
一
人
で
あ
つ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
民
族
解
放
運
動
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
指
導
的
地
位
を
認
め
た

こ
と
は
、
注
が
中
国
革
命
に
お
け
る
労
働
老
階
級
、
お
よ
び
、
そ
れ
を
指
導
す
る
中
共
の
指
導
権
を
認
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

張
国
煮
の
回
想
録
に
見
え
る
一
つ
の
挿
話
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
説
明
す
る
の
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
（
国
民
党
二
全
）
大
会
挙
行
の
前
夜
、
モ
ス
コ
ー
か
ら
一
通
の
非
常
に
長
い
電
報
が
来
た
。
ボ
ロ
デ
ィ
ン
が
そ
れ
を
翻
訳
し
て
み
る
と
、
帝
国
主
義
に
反
対
す
る

大
理
論
で
あ
つ
た
。
私
と
ボ
ロ
デ
ィ
ソ
が
こ
の
電
文
を
ま
さ
に
読
ん
で
い
た
と
き
、
注
精
衛
が
や
つ
て
来
た
。
ボ
ロ
デ
ィ
ン
は
解
釈
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
電
文

　
を
彼
に
渡
し
た
。
彼
は
全
文
を
読
み
終
る
の
を
待
た
ず
に
、
内
容
は
大
変
良
く
、
大
会
宣
言
の
資
料
と
な
り
う
る
と
言
つ
た
。
の
ち
に
、
こ
の
文
章
は
、
果
た
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
る
か
な
、
今
回
の
大
会
宣
言
の
第
一
段
と
な
つ
た
。
」

　
先
に
引
用
し
た
民
族
解
放
運
動
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
指
導
的
地
位
を
認
め
た
個
所
は
、
第
一
段
の
世
界
の
現
状
と
題
す
る
部
分
に
あ
っ
た
。



し
た
が
つ
て
、
張
国
無
の
回
想
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
部
分
は
ソ
連
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
注
精
衛
は
そ
れ
に
充

分
目
を
通
し
て
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
．
し
た
が
つ
て
、
注
精
衛
は
、
民
族
解
放
運
動
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
指
導
的
地
位
を
認
め
る
部
分
を

充
分
な
注
意
を
払
つ
て
見
る
こ
と
を
し
な
か
つ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
部
分
を
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
注
目
す
べ
ぎ

こ
と
は
、
宣
言
は
、
民
族
解
放
運
動
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
指
導
的
地
位
に
一
般
的
に
言
及
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
反
面
、
中
国
の
国
民

革
命
に
お
い
て
は
、
労
働
者
階
級
が
有
力
な
成
分
に
な
つ
た
と
主
張
す
る
に
と
ど
ま
つ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
中
国
の
国
民
革
命

に
お
い
て
、
労
働
者
階
級
が
指
導
的
地
位
に
あ
る
と
は
主
張
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
一
面
で
は
、
一
般
的
形
で
あ
る
に
せ
よ
、
民
族
解
放

運
動
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
指
導
的
地
位
を
認
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
中
共
指
導
下
の
労
働
運
動
を
高
く
評
価
す
る
が
、
他
面
で
は
、
後
述
す

る
ご
と
く
、
中
国
の
国
民
革
命
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
指
導
性
を
認
め
る
こ
と
を
回
避
す
る
注
精
衛
の
立
場
を
反
映
し
う
る
も
の
で
あ
つ
た
．

以
上
い
ず
れ
の
意
味
に
お
い
て
も
、
注
精
衛
は
、
二
全
大
会
宣
言
に
お
け
る
、
民
族
解
放
運
動
中
の
労
働
者
階
級
の
指
導
的
地
位
を
認
め
て
い
る

個
所
に
対
し
て
、
反
対
す
る
立
場
に
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
二
全
大
会
宣
言
は
、
0
世
界
的
な
反
帝
国
主
義
的
統
一
戦
線
、
と
く

に
連
ソ
政
策
、
口
反
帝
国
主
義
闘
争
に
お
け
る
労
働
者
階
級
と
中
共
の
位
置
づ
け
の
問
題
で
、
党
の
従
来
の
立
場
を
確
認
し
、
か
つ
、
新
た
に
発

展
さ
せ
た
も
の
で
あ
つ
た
。

　
か
く
て
、
注
精
衛
・
蒋
介
石
協
力
体
制
の
成
立
と
崩
壊
、
そ
れ
に
と
も
な
う
党
路
線
の
発
展
を
通
し
て
み
る
と
、
当
時
、
両
者
の
直
面
し
て
い

た
主
要
な
問
題
は
、
e
反
帝
国
主
義
闘
争
に
お
け
る
大
衆
の
政
治
参
加
、
⇔
大
衆
組
織
を
掌
握
す
る
中
共
と
の
関
係
、
⇔
世
界
的
規
模
で
の
反
帝

国
主
義
的
統
一
戦
線
、
と
く
に
ソ
連
と
の
関
係
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
、
こ
れ
ら
の
諸
点
を
め
ぐ
る
注
精
衛
と
蒋
介
石
と
の
政
治
路
線
を

検
討
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　
（
1
）
　
「
中
国
国
民
党
接
受
総
理
遺
嘱
宣
言
」
（
一
九
二
五
・
五
・
二
〇
）
1
『
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
第
三
次
全
体
会
議
議
決
案
刊
要
』
、
中
執
委
秘
書
処
、
　
一
九
二

　
　
五
・
七
、
九
頁
。

　
（
2
）
　
「
中
国
国
民
党
対
於
時
局
宣
言
」
ー
前
掲
、
三
中
全
会
議
決
案
、
二
九
i
三
〇
頁
。

　
　
　
中
国
国
民
党
第
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回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
涯
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
（
一
七
七
七
）
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中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
注
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線

「
中
国
国
民
党
接
受
総
理
遺
嘱
宣
言
」
、
九
ー
一
〇
頁
。

「
中
国
国
民
党
対
於
沙
面
惨
案
宣
言
」
（
一
九
二
五
・
七
・
二
三
）
ー
『
中
国
国
民
党
宣
言
彙
刊
』
、
一
九
二
八
、
上
海
、

＝
導
o
包
界
冨
鴇
β
国
ぎ
『
言
鴇
＆
蔓
い
ぎ
9
き
Q
。
。
恥
寒
建
9
ミ
軌
§
●
N
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括
≦
8
α
Φ
象
江
0
7
一
8
い
一
ω
寅
馬
o
置
り
℃
マ

目
、
導
騎
ピ
鶏
昌
曽
F
誉
s
ミ
電
酬
象
o
ミ
毫
導
恥
q
蕊
§
恥
鳴
鵠
ミ
9
ミ
帖
§
矯
一
〇
ω
ρ
ピ
o
邑
o
P
マ
ト
o
O
P

胡
華
編
『
中
国
新
民
主
主
義
革
命
史
初
稿
』
、
初
版
、
一
九
五
〇
、
広
州
、
六
〇
頁
。

「
中
国
国
民
党
関
於
共
産
党
員
加
入
本
党
之
訓
令
」
i
前
掲
、
三
中
全
会
決
議
案
、
二
三
ー
二
四
頁
。

二
全
大
会
宣
言
に
つ
い
て
は
、
『
中
国
国
民
党
宣
言
彙
刊
』
、
一
六
三
ー
一
八
一
頁
を
参
照
の
こ
と
。

中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
『
中
国
国
民
党
第
二
次
全
国
代
表
大
会
会
議
録
』
、
一
九
二
六
、
一
〇
八
頁
。

右
同
、
二
五
頁
。
他
の
二
人
の
起
草
委
員
は
、
郡
力
子
と
高
語
筆
で
あ
つ
た
。

張
国
煮
「
我
的
回
憶
」
、
第
一
〇
篇
第
三
章
ー
『
明
報
月
刊
』
．
一
九
六
七
・
三
．
香
港
．
九
五
頁
。

五
六
　
　
（
一
七
七
八
）

＝
二
四
－
二
二
五
頁
。

O
？
O
一
，

四

　
ま
ず
、
反
帝
国
主
義
闘
争
に
お
け
る
大
衆
の
政
治
参
加
に
か
ん
す
る
、
注
精
衛
の
立
場
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
「
革
命
は
本
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

民
衆
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
」
。
「
民
衆
」
と
は
、
農
民
、
労
働
者
、
「
商
人
」
、
知
識
人
で
あ
る
。
こ
の
大
衆
の
構
成
要
素
は
、
基
本
的
に
は
国
民

党
一
全
大
会
宣
言
に
お
け
る
、
反
帝
国
主
義
的
諸
階
級
の
統
一
戦
線
の
諸
要
素
に
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
な
か
で
「
商
人
」
な
る

概
念
は
不
明
確
で
あ
り
、
注
精
衛
自
身
も
そ
れ
に
明
確
な
定
義
を
あ
た
え
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
こ
の
言
葉
が
本
来
使
用
さ
れ
て
い
た
一

全
大
会
宣
言
．
な
ら
び
に
、
そ
れ
が
具
体
的
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
二
全
大
会
宣
言
に
お
け
る
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヤ

ら
な
い
。
　
一
全
大
会
宣
言
は
、
「
資
本
家
」
を
も
つ
て
、
「
軍
閥
・
官
僚
」
の
支
配
に
替
え
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
商
人
政
府
派
」
の
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

を
批
判
し
て
い
る
（
傍
点
筆
者
）
。
こ
の
文
脈
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
「
商
人
」
は
　
「
資
本
家
」
に
よ
つ
て
お
き
か
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ

て
、
宣
言
の
な
か
の
「
商
人
」
は
、
単
に
商
業
従
事
者
の
み
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
近
代
的
資
本
家
層
を
含
む
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
全
体

を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
一
全
大
会
宣
言
は
、
「
帝
国
主
義
に
頼
つ
て
生
存
す
る
－
…
国
内
・
国
外
の
資
本
家
」
と
帝
国
主
義
・
軍



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

閥
の
支
配
に
苦
し
む
「
小
企
業
家
」
、
「
小
手
工
業
者
」
の
存
在
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
帝
国
主
義
・
軍
閥
と
結
託
し
た
買
弁
的
資
本

家
と
中
小
資
本
に
基
い
た
い
わ
ゆ
る
民
族
資
本
家
と
の
対
立
を
指
摘
し
て
い
る
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
認
識
は
二
全
大
会
宣
言
に
ひ
き
継

が
れ
る
．
そ
こ
で
は
、
「
買
弁
階
級
」
と
「
新
興
工
業
」
の
担
い
手
が
区
別
さ
れ
、
後
者
に
援
助
を
与
え
る
と
い
う
立
場
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

（
4
）る
．
以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
商
人
」
と
は
、
商
業
従
事
者
を
も
含
む
、
近
代
的
資
本
家
階
級
を
意
味
し
、
そ
の
な
か
で
も
、
帝
国
主
義
と
結
び
つ

い
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
民
族
資
本
家
階
級
に
限
定
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
注
精
衛
は
、
わ
ず
か
に
「
商
人
」
な
る
概
念
を
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

国
主
義
と
の
関
連
で
理
解
し
、
「
買
弁
階
級
」
と
非
買
弁
階
級
に
分
け
て
考
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
問
題
と
な
る
の
は
．
反
帝
国
主
義
的
統
一
戦
線
の
な
か
で
、
こ
れ
ら
大
衆
の
占
め
る
位
置
で
あ
る
。
「
民
衆
の
最
大
部
分
は
、

農
民
と
工
人
で
あ
る
」
．
「
農
民
と
工
人
は
、
必
ず
国
民
革
命
の
最
大
勢
力
と
な
る
」
．
し
か
る
に
、
「
帝
国
主
義
が
植
民
地
を
必
要
と
す
る
そ
の
最

大
の
目
的
は
、
農
民
が
血
と
汗
で
得
た
農
産
物
を
掠
奪
し
て
、
原
料
と
す
る
に
ほ
か
な
ら
ず
、
ま
た
、
工
人
が
血
と
汗
で
得
た
製
造
品
を
掠
奪
し

て
、
商
品
と
す
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
．
し
た
が
つ
て
、
「
農
民
、
工
人
自
身
の
利
益
は
、
帝
国
主
義
と
絶
対
に
衝
突
す
る
」
．
ま
た
、
商
人
に
つ

い
て
、
注
精
衛
は
、
「
金
融
操
縦
等
の
ご
と
き
帝
国
主
義
資
本
の
圧
迫
、
関
税
協
定
の
ご
と
き
政
治
力
の
圧
迫
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
た
め
に
、
商

人
は
、
永
遠
に
独
立
発
展
の
希
望
が
な
い
」
、
と
考
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
商
人
「
自
身
の
利
益
も
ま
た
、
農
民
、
工
人
と
同
様
に
、
帝
国
主
義

と
絶
対
に
衝
突
す
る
」
。
「
知
識
階
級
に
い
た
つ
て
は
、
…
…
す
べ
て
が
そ
の
良
心
の
圧
迫
に
か
か
つ
て
い
」
る
。
「
だ
か
ら
、
か
れ
ら
の
占
め
る

　
　
　
　
　
　
（
6
）

地
位
は
同
じ
で
あ
る
」
。
す
な
わ
ち
、
注
精
衛
に
お
い
て
は
、
労
働
者
、
農
民
、
商
人
、
知
識
人
の
利
害
関
係
が
、
反
帝
国
主
義
の
線
上
で
一
致

す
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
注
精
衛
の
こ
の
立
場
は
、
一
面
で
は
、
大
衆
内
部
の
諸
矛
盾
を
帝
国
主
義
と
の
闘
争
と
い
う
対
外
的
矛

盾
に
解
消
し
て
お
り
．
他
面
で
は
．
中
共
と
の
関
係
に
お
い
て
み
る
な
ら
．
反
帝
国
主
義
闘
争
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
指
導
性
を
認
め
る
こ
と

を
回
避
し
て
い
る
．
労
働
者
階
級
の
指
導
性
を
認
め
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
指
導
し
て
い
る
中
共
の
指
導
性
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

「
中
国
国
民
党
は
、
民
衆
を
連
合
し
て
国
民
革
命
を
お
こ
な
う
党
で
あ
つ
て
、
無
産
階
級
の
党
で
は
な
い
」
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
注
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
（
一
七
七
九
）



　
　
　
中
国
国
民
党
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全
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代
表
大
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る
涯
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衛
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五
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（
一
七
八
O
）

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
．
江
精
衛
は
実
際
の
大
衆
運
動
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
か
を
み
て
み
ょ
う
。
一
九
二
五
年
六
月
の
沙
基
惨
案
に

端
を
発
す
る
省
港
ス
ト
ラ
イ
キ
に
つ
い
て
、
注
精
衛
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
六
月
末
か
ら
九
月
末
ま
で
に
つ
い
て
い
え
ば
、
省
港
ス

ト
ラ
イ
キ
の
た
め
に
、
香
港
の
帝
国
主
義
者
に
経
済
上
の
大
打
撃
を
あ
た
え
、
そ
の
経
済
侵
略
の
進
行
に
大
頓
挫
を
来
し
た
。
同
時
に
、
香
港
・

広
州
間
の
交
通
を
切
断
し
た
が
た
め
に
、
一
般
の
帝
国
主
義
の
走
狗
は
、
仲
介
に
奔
走
す
る
役
割
を
失
つ
て
し
ま
つ
た
」
。
し
た
が
つ
て
、
「
香
港

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
ス
ト
ラ
イ
キ
団
体
を
援
助
す
る
こ
と
は
、
帝
国
主
義
打
倒
の
各
種
工
作
の
一
つ
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
帝
国
主
義
と
の
対
決
の
下
で
、
「
香
港

に
い
る
華
商
と
香
港
を
離
れ
た
出
稼
ぎ
労
働
者
は
、
す
べ
て
…
…
同
じ
目
的
の
た
め
に
、
同
じ
苦
痛
を
受
け
て
い
る
。
こ
こ
二
、
三
日
の
間
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

（
華
商
の
）
皆
さ
ん
と
労
働
者
の
友
人
は
、
互
に
慰
問
し
あ
い
、
互
に
励
ま
し
あ
つ
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
二
五
年
一
〇
月
に
始
ま
る

国
民
革
命
軍
の
第
二
次
東
征
の
直
前
に
、
注
精
衛
は
、
広
東
省
汕
頭
に
お
け
る
労
働
運
動
に
言
及
し
て
い
る
。
「
現
在
、
反
革
命
の
勢
力
（
陳
燗
明

軍
ー
筆
者
註
）
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
汕
頭
に
充
満
し
て
い
る
。
か
れ
ら
は
、
帝
国
主
義
者
の
た
め
に
、
勝
手
放
題
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
破
壊
し
、
国

民
党
を
解
散
さ
せ
て
い
る
」
。
し
た
が
つ
て
、
「
東
征
軍
と
ス
ト
ラ
イ
キ
中
の
労
働
者
の
友
人
は
、
同
一
の
目
的
を
も
つ
て
お
り
、
東
征
の
勝
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

は
、
す
な
わ
ち
ス
ト
ラ
イ
キ
の
勝
利
で
あ
る
」
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
．
こ
れ
ら
の
例
に
み
ら
れ
る
注
精
衛
の
考
え
方
の
特
徴
は
、
労
働
運
動
を

帝
国
主
義
・
軍
閥
と
の
対
立
関
係
に
お
い
て
と
ら
え
、
そ
の
な
か
に
お
け
る
労
働
者
と
商
人
と
の
協
力
を
説
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
他
方
、
広
東
省
に
お
け
る
農
民
運
動
に
対
し
て
、
注
精
衛
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
る
。
「
前
回
（
第
一
次
東
征
ー
筆
者
註
）
党
軍
が
海
豊
に
来
た

と
き
、
農
民
の
発
展
を
援
助
し
た
。
農
民
を
援
助
し
、
地
主
を
圧
迫
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
地
主
は
す
べ
て
、
陳
姻
明
同
様
、
人
民
を
搾
取
す
る

悪
党
で
あ
る
た
め
に
、
海
豊
の
農
民
は
地
主
の
圧
迫
を
受
け
る
だ
け
で
あ
る
」
。
こ
の
度
の
第
二
次
東
征
の
意
義
も
、
「
第
一
に
は
、
（
陳
洞
明
に
圧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

迫
さ
れ
て
い
る
）
東
江
の
農
民
を
救
出
す
る
こ
と
で
あ
る
」
。
こ
こ
で
、
注
精
衛
は
、
農
民
運
動
を
陳
桐
明
・
地
主
勢
力
と
の
対
立
関
係
に
お
い
て

と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
涯
精
衛
の
立
場
は
、
事
実
上
、
労
農
階
級
の
重
要
性
を
承
認
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
帝
国
主
義
闘
争



に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
指
導
性
を
認
め
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
理
論
上
、
大
衆
を
構
成
す
る
社
会
集
団
の
中
心
的
勢
力
は
、
労
働
者
階
級

で
あ
る
必
要
は
な
く
、
い
か
な
る
社
会
集
団
も
そ
こ
に
は
平
等
に
含
み
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
党
は
す
べ
て
の
階
級
の
な
か
に
組
織

的
基
盤
を
も
つ
か
、
す
べ
て
の
階
級
の
な
か
に
組
織
的
基
盤
を
も
た
な
い
か
、
の
二
つ
の
可
能
性
が
生
ま
れ
て
く
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
労
農

階
級
を
中
心
と
す
る
大
衆
の
組
織
化
の
任
務
は
、
基
本
的
に
は
中
共
の
手
中
に
あ
つ
た
た
め
に
、
注
精
衛
は
後
者
の
行
動
様
式
を
と
ら
ざ
る
を
え

な
か
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
注
精
衛
は
、
大
衆
の
政
治
参
加
の
必
要
性
を
認
め
つ
つ
も
、
自
ら
は
そ
の
組
織
化
に
乗
り
出
さ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

い
わ
ば
、
涯
精
衛
は
、
中
共
の
組
織
し
た
大
衆
運
動
を
利
用
す
る
立
場
に
あ
つ
た
。
注
精
衛
は
、
労
農
運
動
に
か
ん
し
て
、
「
わ
れ
わ
れ
が
農
民
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
E
）

労
働
者
を
保
護
す
れ
ば
、
農
民
、
労
働
者
も
ま
た
か
な
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
が
反
革
命
的
軍
閥
を
除
く
の
を
援
助
し
て
く
れ
る
」
、
と
考
え
る
。
こ

こ
に
み
ら
れ
る
注
精
衛
の
大
衆
運
動
に
た
い
す
る
関
心
は
、
反
帝
国
主
義
的
統
一
戦
線
の
上
で
、
自
ら
は
そ
の
組
織
者
と
な
る
こ
と
は
な
く
、
い

か
に
し
て
大
衆
を
構
成
す
る
諸
階
級
の
利
害
関
係
を
調
整
し
、
革
命
運
動
に
動
員
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
．
大
衆
運
動

の
組
織
者
た
る
中
共
と
の
対
比
に
お
い
て
、
注
精
衛
の
役
割
は
、
大
衆
運
動
の
統
合
者
の
そ
れ
で
あ
つ
た
。
大
衆
運
動
の
統
合
者
で
あ
る
注
精
衛

が
、
大
衆
の
政
治
参
加
の
必
要
性
を
認
め
れ
ば
認
め
る
ほ
ど
、
そ
の
組
織
者
た
る
中
共
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
注

精
衛
の
中
共
に
対
す
る
態
度
が
生
れ
て
く
る
。

　
注
精
衛
の
中
共
に
対
す
る
態
度
を
検
討
す
る
に
あ
た
つ
て
、
ま
ず
、
三
民
主
義
も
し
く
は
民
生
主
義
と
共
産
主
義
も
し
く
は
マ
ル
ク
ス
主
義
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

の
関
係
に
か
ん
す
る
、
彼
の
態
度
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
こ
の
問
題
に
か
ん
し
て
、
注
精
衛
は
、
孫
文
の
著
作
を
引
用
す
る
。

『
民
生
主
義
は
、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
で
あ
り
、
別
名
共
産
主
義
と
も
い
わ
れ
、
そ
れ
は
、
す
な
わ
ち
、
大
同
主
義
で
あ
る
。
』
『
共
産
主
義
は
民

生
の
理
想
で
あ
り
、
民
生
主
義
は
共
産
の
実
行
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
両
主
義
に
は
な
ん
ら
区
別
が
な
い
。
も
し
区
別
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

　
　
　
　
（
1
3
）

は
方
法
で
あ
る
。
』
こ
こ
で
、
私
は
、
民
生
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
理
論
的
相
違
を
と
り
あ
げ
て
論
ず
る
つ
も
り
は
な
い
。
両
者
の
「
方
法
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ

の
相
違
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
注
精
衛
の
態
度
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
の
「
方
法
」
は
、
「
学
理
」
で
は
な
く
、
「
事
実
」
に
よ
つ
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国
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国
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て
決
定
さ
れ
る
。
か
く
て
、
中
国
革
命
に
お
け
る
反
帝
国
主
義
的
諸
階
級
の
統
一
戦
線
と
・
シ
ア
革
命
に
お
け
る
労
農
同
盟
、
な
ら
び
に
、
中
国

に
お
け
る
「
以
党
治
国
」
と
ロ
シ
ア
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
「
方
法
」
が
、
「
学
理
」
上
の
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
事
実
」
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

は
同
一
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
革
命
の
労
農
同
盟
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
指
導
性
が
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
れ
は
、
中

国
の
反
帝
国
主
義
的
諸
階
級
の
統
一
戦
線
と
同
一
視
さ
れ
る
。
同
じ
く
、
ソ
連
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
指
導
性
が

無
視
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
れ
は
、
中
国
に
お
け
る
「
以
党
治
国
」
と
い
う
統
治
方
式
一
般
と
同
一
視
さ
れ
る
．
か
く
て
、
民
生
主
義
と
共

産
主
義
．
も
し
く
は
、
中
国
革
命
と
ロ
シ
ア
革
命
の
「
方
法
」
の
「
学
理
」
上
の
相
違
を
無
視
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
こ
に
「
事
実
」
上
の
同

一
性
を
見
出
そ
う
と
す
る
江
精
衛
の
立
場
の
根
底
に
は
、
労
働
者
階
級
の
指
導
性
の
承
認
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
、
大
衆
運
動
の
統
合
者
と
し
て

の
認
識
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
三
民
主
義
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
立
場
の
相
違
を
認
識
し
つ
つ
も
、
中
共
と
の
協
力
を
継
続
し
て
い
こ
う
と
す

　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ

る
．
注
精
衛
の
態
度
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
．
こ
の
よ
う
な
姿
勢
か
ら
、
『
共
産
党
員
個
人
の
好
か
ら
ぬ
行
為
を
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

て
、
彼
ら
の
規
準
と
な
し
、
共
産
党
に
反
対
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
』
と
い
う
、
注
精
衛
の
中
共
に
対
す
る
好
意
的
態
度
が
生
れ
て
く
る
。
か
く

て
、
「
中
国
が
今
日
最
も
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、
国
民
革
命
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
わ
れ
わ
れ
同
志
は
、
現
在
、
決
し
て
共
産
．
反
共
産
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蔦
）

問
題
を
出
し
て
は
な
ら
ず
、
帝
国
主
義
と
反
帝
国
主
義
の
問
題
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
」
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
民
生
主
義
と
共
産
主
義
、
非
共
産
派
と
共
産
派
と
の
対
立
を
否
定
す
る
注
精
衛
は
、
右
派
の
容
共
政
策
攻
撃
に
対
し
て
反
論
し
て
い
る
。
「
共

産
・
反
共
産
の
ス
ロ
ー
ガ
ソ
に
よ
つ
て
、
国
民
革
命
の
考
え
を
二
分
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
本
当
に
由
来
の
な
い
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。
」
「
帝

国
主
義
、
一
般
の
反
革
命
・
假
革
命
の
党
員
と
軍
隊
」
が
、
「
反
共
産
の
ス
ロ
ー
ガ
ソ
で
も
つ
て
、
か
れ
ら
の
無
窮
の
罪
悪
を
ご
ま
か
し
、
同
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

に
、
他
人
を
誘
惑
し
て
、
無
窮
の
罪
悪
に
陥
し
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
．
」
こ
の
よ
う
な
反
革
命
勢
力
の
策
動
に
よ
る
、
党
内
二
分
の
危
機
に
最

も
深
刻
か
つ
密
接
に
関
連
し
て
い
た
の
は
、
西
山
派
の
行
動
、
な
ら
び
に
、
黄
哺
軍
官
学
校
内
の
孫
文
主
義
学
会
と
青
年
軍
人
連
合
会
と
の
対
立

で
あ
つ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
西
山
会
議
終
了
直
後
に
、
注
精
衛
は
談
話
を
も
つ
て
彼
の
見
解
を
公
に
し
、
西
山
会
議
派
の
攻
撃
の
中
心
と



な
つ
て
い
た
、
共
産
党
員
の
二
重
党
籍
に
か
か
わ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
跨
党
」
問
題
の
解
決
に
は
反
対
し
な
い
が
、
そ
の
「
開
会
と
議
決
手
続
」
が

違
法
で
あ
る
、
と
い
う
態
度
を
表
明
し
た
。
か
か
る
西
山
派
に
対
す
る
狂
精
衛
の
妥
協
的
態
度
は
、
二
全
大
会
ま
で
引
継
が
れ
、
中
共
の
西
山
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

に
対
す
る
厳
罰
の
要
求
に
抗
し
て
、
彼
は
寛
大
な
処
罰
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
．
し
か
し
、
一
九
二
六
年
三
月
に
な
る
と
、
注
精
衛
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

立
場
を
硬
化
さ
せ
、
民
生
主
義
を
放
棄
し
た
と
い
う
理
由
か
ら
、
西
山
派
を
反
動
派
と
し
て
非
難
す
る
に
い
た
る
。
さ
ら
に
、
注
精
衛
は
、
黄
捕

軍
官
学
校
内
の
孫
文
主
義
学
会
が
、
国
民
党
中
央
の
指
導
下
に
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
つ
つ
も
、
実
際
に
は
、
北
京
、
上
海
の
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

文
主
義
学
会
分
会
が
、
連
ソ
政
策
、
な
ら
び
に
、
「
各
派
革
命
分
子
を
容
納
す
る
政
策
」
に
反
対
し
て
い
る
と
の
理
由
か
ら
、
そ
れ
を
非
難
し
て

い
る
。
か
か
る
注
精
衛
の
右
派
に
対
す
る
批
判
的
態
度
は
、
彼
の
容
共
政
策
擁
護
の
他
の
一
面
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
注
精
衛
に
お
け
る
連
ソ
政
策
は
、
基
本
的
に
は
、
反
帝
国
主
義
的
世
界
政
策
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
位

置
づ
け
は
、
注
精
衛
の
・
シ
ア
革
命
の
国
際
的
・
国
内
的
評
価
と
密
接
に
関
連
し
て
く
る
．
そ
こ
で
、
ま
ず
、
ロ
シ
ア
革
命
の
国
際
的
反
帝
国
主

義
の
側
面
の
評
価
を
検
討
す
る
に
あ
た
つ
て
、
涯
精
衛
の
帝
国
主
義
の
と
ら
え
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　
注
精
衛
に
よ
る
と
、
帝
国
主
義
と
は
、
「
国
家
が
自
己
の
す
ぐ
れ
た
政
治
・
軍
事
上
の
力
を
利
用
し
て
．
他
の
国
家
・
地
方
・
民
族
に
経
済
侵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

略
を
お
こ
な
う
も
の
」
で
あ
る
．
今
日
の
世
界
で
は
、
「
欧
米
が
帝
国
主
義
の
発
源
地
で
あ
り
、
」
「
欧
米
の
国
家
に
は
、
は
つ
き
り
と
二
つ
の
階

級
が
生
れ
て
き
て
い
る
。
－
…
欧
米
各
国
の
産
業
は
発
達
し
た
が
、
す
べ
て
土
地
と
資
本
は
、
少
数
の
人
の
手
に
よ
つ
て
操
縦
さ
れ
て
お
り
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

内
の
貧
富
間
の
不
均
等
の
現
象
を
生
む
に
い
た
つ
た
」
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
．
労
働
者
の
奴
隷
的
状
態
は
国
内
市
場
を
狭
隣
に
す
る
。
そ
れ
に
反

し
て
、
「
生
産
力
が
膨
脹
し
す
ぎ
る
た
め
に
、
機
械
制
工
場
が
生
産
し
た
商
品
は
、
国
内
で
売
り
さ
ば
く
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
急
遽

国
外
に
市
場
を
拡
大
し
、
商
品
の
販
売
地
と
す
る
。
か
つ
ま
た
、
商
品
を
製
造
す
る
に
は
、
原
料
が
必
要
で
あ
り
、
国
内
の
原
料
は
供
給
が
充
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
器
）

で
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
ま
た
急
遽
国
外
に
天
然
資
源
を
求
め
、
原
料
供
給
の
地
と
す
る
の
で
あ
る
」
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
涯
精
衛
は
、
帝
国
主

義
が
、
資
本
主
義
諸
国
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
の
階
級
的
矛
盾
の
国
際
的
展
開
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
涯
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
　
（
｝
七
八
三
）



　
　
　
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
江
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
　
（
一
七
八
四
）

　
つ
ぎ
に
、
涯
精
衛
は
、
帝
国
主
義
の
中
国
侵
略
の
性
質
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
経
済
的
側
面
と
武
力
的
側
面
に
分
け
、
経
済
的
侵
略
の
重
大
性
を

強
調
す
る
．
な
ぜ
な
ら
、
歴
代
の
異
民
族
の
中
国
侵
略
は
、
武
力
・
政
治
力
に
よ
る
侵
略
で
あ
つ
て
、
国
を
滅
ぽ
し
こ
そ
す
れ
．
人
民
を
滅
ぽ
す

こ
と
は
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
武
力
を
と
も
な
う
経
済
侵
略
は
、
人
民
の
「
生
計
」
を
滅
ぼ
し
、
人
民
の
「
生
計
」
を
滅
ぼ
す
こ
と
は
、
「
種
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鍛
）

滅
ぽ
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
．
か
か
る
性
格
を
も
つ
た
帝
国
主
義
の
中
国
侵
略
の
形
態
は
、
軍
閥
と
の
結
合
で
あ
る
。
「
革
命
の
敵
は
帝
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
茄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

主
義
で
あ
り
、
」
「
大
小
軍
閥
」
は
「
帝
国
主
義
の
偲
儲
」
で
あ
る
。
小
軍
閥
は
、
さ
ら
に
、
「
郷
問
の
劣
紳
土
豪
と
結
び
つ
い
て
い
る
」
。
そ
れ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蟹
）

え
に
、
「
国
民
革
命
の
唯
一
の
目
標
は
帝
国
主
義
で
あ
る
」
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
帝
国
主
義
支
配
と
の
対
決
を
中
国
革
命
の
決
定

的
要
素
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
こ
の
時
期
の
注
精
衛
の
な
か
に
一
貫
し
て
存
在
し
て
い
る
。
注
精
衛
は
、
諸
事
実
の
な
か
に
こ
の
論
理
を
見

出
し
て
い
る
。
過
去
に
お
い
て
は
、
一
九
一
三
年
の
五
国
銀
行
団
に
よ
る
嚢
世
凱
へ
の
借
款
、
一
九
一
七
年
の
日
本
に
よ
る
段
棋
瑞
へ
の
借
款
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
圏
）

一
九
二
〇
年
以
後
の
米
英
に
よ
る
曹
鋸
、
呉
侃
孚
へ
の
借
款
が
あ
つ
た
．
さ
ら
に
加
え
て
、
一
九
二
四
年
の
国
民
党
改
組
の
折
に
、
国
民
党
は
、

香
港
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
、
北
京
の
北
洋
軍
閥
、
広
東
省
南
路
の
郡
本
駿
、
東
江
の
陳
燗
明
、
広
州
の
楊
希
閲
、
劉
震
簑
と
対
峠
し
た
こ
と
、

六
・
二
一
二
沙
基
惨
案
は
六
月
二
一
日
の
国
民
党
軍
に
よ
る
広
州
奪
回
に
対
す
る
、
帝
国
主
義
の
「
示
威
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
以
後
、
帝
国
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

義
の
攻
撃
は
ま
す
ま
す
激
化
し
た
こ
と
、
彦
仲
榿
の
死
は
、
「
直
接
的
に
は
」
「
反
革
命
・
假
革
命
の
党
員
と
軍
隊
の
手
」
に
よ
つ
て
、
「
間
接
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
D
）

に
は
」
「
帝
国
主
義
の
手
」
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
国
民
党
と
帝
国
主
義
・
軍
閥
と
の
対
決
の
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

「
中
国
人
を
利
用
し
て
中
国
人
を
殺
す
」
、
こ
れ
が
帝
国
主
義
・
軍
閥
支
配
の
論
理
で
あ
る
。
か
く
て
、
中
国
に
お
け
る
反
帝
国
主
義
・
反
軍
閥
の

運
動
は
、
世
界
的
な
反
帝
国
主
義
運
動
と
結
び
つ
く
。

　
涯
精
衛
に
よ
る
と
、
帝
国
主
義
は
、
一
九
世
紀
以
来
世
界
を
侵
略
し
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
人
民
を
「
世
界
の
被
圧
迫
民
族
」
に
変
え
た
。

帝
国
主
義
は
、
ま
た
、
本
国
に
被
圧
迫
階
級
を
つ
く
り
出
し
た
。
さ
ら
に
、
ソ
連
は
、
「
最
初
に
中
国
と
中
ソ
協
定
を
成
立
さ
せ
、
以
前
の
帝
国

時
代
に
中
国
と
締
結
し
た
一
切
の
不
平
等
条
約
と
種
々
の
特
権
を
一
切
取
り
消
し
、
双
方
の
平
等
と
主
権
を
相
互
に
尊
重
す
る
条
約
を
改
め
て



結
ん
だ
」
．
か
く
て
、
「
帝
国
主
義
打
倒
の
戦
線
に
お
い
て
．
わ
れ
わ
れ
は
、
終
始
、
世
界
の
被
圧
迫
民
族
と
一
緒
に
立
ち
あ
が
り
、
コ
ー
ロ
ッ
パ

の
被
圧
迫
階
級
と
一
緒
に
立
ち
あ
が
り
、
世
界
革
命
の
先
進
と
一
緒
に
立
ち
あ
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
世
界
は
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

億
五
〇
〇
〇
万
の
抑
圧
者
と
一
二
億
五
〇
〇
〇
万
の
被
抑
圧
人
民
と
の
対
立
に
よ
つ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
世
界
的
規
模
で

の
反
帝
国
主
義
的
統
一
戦
線
の
線
上
で
ソ
連
と
の
提
携
の
可
能
性
を
示
唆
し
た
の
ち
、
注
精
衛
は
、
・
シ
ア
革
命
の
国
内
的
側
面
に
目
を
転
ず

る
。　

蒋
介
石
と
比
較
す
る
と
、
ロ
シ
ア
革
命
の
国
内
的
側
面
に
か
ん
す
る
注
精
衛
の
言
及
は
少
い
。
涯
精
衛
は
、
ロ
シ
ア
革
命
の
国
内
的
側
面
を
、

二
つ
の
視
点
か
ら
評
価
す
る
．
第
一
は
、
労
農
同
盟
の
問
題
で
あ
り
、
第
二
は
、
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
触
れ
て
お
い
た
が
、
こ
こ
に
そ
の
個
所
を
引
用
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
．
第
一
点
に
つ
い
て
み
る
な
ら
、
「
全
民
革
命

は
、
か
な
ら
ず
、
大
多
数
の
農
民
、
労
働
者
民
衆
を
基
礎
と
す
る
」
。
し
か
る
に
、
「
・
シ
ア
革
命
を
例
に
と
れ
ば
、
ト
・
ツ
キ
ー
は
、
純
粋
に
労

働
者
階
級
を
も
つ
て
基
礎
と
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
…
…
。
し
か
し
、
レ
ー
ニ
ソ
は
、
農
民
階
級
を
ひ
ぎ
入
れ
て
、
労
働
者
階
級
と
合
作
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

れ
に
よ
つ
て
革
命
の
勢
力
を
集
中
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
・
シ
ア
革
命
の
成
功
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
主
張
の
実
行
に
よ
る
」
。
第
二
点
に
つ
い
て
、

注
精
衛
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
マ
ル
ク
ス
派
の
無
産
階
級
独
裁
を
主
張
す
る
こ
と
と
総
理
の
軍
政
・
訓
政
を
主
張
す
る
こ
と
と
は
、
名
目

上
同
じ
で
は
な
い
が
、
実
質
上
は
一
致
す
る
」
。
要
す
る
に
、
注
精
衛
に
よ
れ
ば
、
両
者
は
「
以
党
治
国
」
と
い
う
点
で
一
致
す
る
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）

ロ
シ
ア
革
命
は
、
こ
の
「
以
党
治
国
」
を
実
行
し
た
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
蒋
介
石
と
の
対
比
で
み
る
と
き
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
注
精
衛
の
ロ
シ

ア
革
命
の
国
内
的
側
面
に
対
す
る
視
点
は
、
明
ら
か
に
大
衆
の
政
治
参
加
の
形
態
と
革
命
政
権
の
性
格
に
か
ん
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
関
心

の
傾
向
は
、
大
衆
の
政
治
参
加
の
重
要
性
を
認
め
つ
つ
も
、
自
ら
は
そ
の
組
織
と
な
ら
な
か
つ
た
。
大
衆
運
動
の
統
合
者
と
し
て
の
注
精
衛
の
役

割
と
無
関
係
で
は
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
、
蒋
介
石
の
立
場
が
検
討
さ
れ
る
。

中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
注
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線

六
三
　
　
（
一
七
八
五
）
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中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
注
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
　
（
一
七
八
六
）

江
精
衛
「
国
民
革
命
之
意
義
」
（
一
九
二
五
・
九
・
六
）
ー
『
注
精
衛
集
』
、
第
三
巻
、
一
九
三
〇
、
上
海
、
六
六
i
六
七
頁
。

「
中
国
国
民
党
第
扁
次
全
国
代
表
大
会
宣
言
」
（
一
九
二
四
・
一
）
1
『
中
国
国
民
党
宣
言
彙
刊
』
、
一
九
二
八
、
上
海
、
五
八
頁
．

右
同
、
五
五
頁
．

「
中
国
国
民
党
第
二
次
全
国
代
表
大
会
宣
言
」
（
一
九
二
六
・
一
）
ー
『
中
国
国
民
党
宣
言
彙
刊
』
、
一
七
七
頁
。

注
精
衛
『
国
民
革
命
之
意
義
」
．
六
六
頁
。

右
同
、
六
六
i
六
七
頁
。

注
精
衛
『
我
椚
忠
様
実
行
三
民
主
義
」
（
一
九
二
六
・
四
）
1
『
注
精
衛
集
』
、
第
三
巻
、
一
三
三
頁
。

注
精
衛
「
広
東
人
民
今
日
応
有
之
決
心
』
（
一
九
二
五
年
後
半
）
ー
『
注
精
衛
先
生
演
説
集
』
、
一
九
二
五
、
一
一
五
－
噂
一
六
頁
．

注
精
衛
「
国
民
政
府
歓
迎
港
僑
懇
親
団
涯
精
衛
先
生
演
説
詞
」
（
一
九
二
五
・
一
二
）
ー
『
伍
梯
雲
涯
精
衛
陳
公
博
先
生
演
説
詞
』
、
一
九
二
五
、
広
州
、
三
頁
．

涯
精
衛
「
東
征
勝
利
即
罷
工
勝
利
」
（
一
九
二
五
・
九
頃
）
i
『
注
精
衛
先
生
的
文
集
』
、
第
三
巻
、
一
九
二
九
？
、
上
海
、
一
八
○
ー
一
八
一
頁
。

右
同
、
一
八
○
頁
。

右
同
、
一
八
一
頁
。

涯
精
衛
「
我
椚
応
該
悠
様
的
努
力
」
（
こ
の
著
作
の
発
表
年
月
日
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
共
産
派
と
非
共
産
派
と
の
対
立
の
解
消
に
言
及
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
一
九
二
五
年
末
か
ら
一
九
二
六
年
前
半
に
か
け
て
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
）
ー
『
注
精
衛
先
生
的
文
集
』
、
第
一
巻
、
一
九
二
九
？
、
上
海
、
五
七
頁
．

右
同
、
六
三
－
六
五
頁
。

右
同
、
六
七
頁
。

涯
精
衛
「
悼
彦
仲
燈
同
志
最
諸
同
志
」
（
一
九
二
五
・
八
・
二
二
）
1
『
注
精
衛
先
生
的
文
集
』
、
第
一
巻
、
二
〇
九
頁
。

注
精
衛
「
摩
仲
榿
同
志
之
人
格
与
事
業
」
（
一
九
二
五
・
八
・
三
一
）
ー
『
注
精
衛
先
生
的
文
集
』
、
第
一
巻
、
一
＝
九
f
二
二
〇
頁
。

『
中
国
国
民
党
第
二
次
全
国
代
表
大
会
会
議
録
』
、
一
九
二
六
、
九
四
頁
．

注
精
衛
「
総
理
逝
世
一
週
年
紀
念
大
会
訓
話
」
（
一
九
二
六
・
三
）
1
『
注
精
衛
集
』
、
第
三
巻
、
一
一
八
ー
一
一
九
頁
。

注
精
衛
「
在
孫
文
主
義
学
会
演
説
詞
」
（
一
九
二
六
・
二
・
六
）
ー
『
注
精
衛
先
生
的
文
集
』
、
第
一
巻
、
一
九
八
、
二
〇
一
頁
。

注
精
衛
「
国
民
会
議
国
際
問
題
草
案
」
（
一
九
二
五
・
四
）
1
『
涯
精
衛
集
』
、
第
二
巻
、
一
二
五
頁
。

注
精
衛
「
中
国
実
業
之
救
済
方
法
」
（
一
九
二
四
・
八
）
ー
『
注
精
衛
集
』
、
第
三
巻
、
＝
二
頁
。

注
精
衛
「
国
民
会
議
国
際
間
題
草
案
」
、
二
一
二
頁
．

右
同
、
一
二
四
ー
扁
二
五
頁
。

注
精
衛
「
彦
仲
榿
同
志
之
人
格
与
事
業
」
、
二
一
七
頁
．
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注
精
衛
「
対
悟
州
市
民
演
説
詞
」
（
一
九
二
六
）
1
『
注
精
衛
先
生
的
文
集
』
、
第
三
巻
、
一
七
二
頁
。

注
精
衛
「
国
民
革
命
之
意
義
」
、
六
四
頁
．

注
精
衛
「
革
命
的
分
子
応
有
之
決
心
」
（
一
九
二
五
・
九
・
九
）
ー
『
注
精
衛
先
生
的
文
集
』
、
第
一
巻
、
六
九
頁
。

注
精
衛
「
対
第
三
期
同
学
畢
業
訓
話
」
（
一
九
二
六
・
一
・
一
七
）
1
『
注
精
衛
集
』
、
第
三
巻
、
九
二
i
九
三
頁
。

注
精
衛
「
塵
仲
榿
同
志
之
人
格
与
事
業
」
、
二
一
八
頁
。

注
精
衛
「
革
命
的
分
子
応
有
之
決
心
」
、
六
九
頁
。

注
精
衛
「
在
陸
軍
軍
官
学
校
就
党
代
表
職
演
説
辞
」
（
一
九
二
五
・
一
〇
・
二
）
ー
『
注
精
衛
先
生
的
文
集
』
、
第
一
巻
、

注
精
衛
「
我
僧
応
該
怒
様
的
努
力
」
、
六
四
頁
。

右
同
、
六
五
ー
六
六
頁
。

一
九
二
－
一
九
五
頁
。

五

　
注
精
衛
と
の
対
比
に
お
い
て
、
蒋
介
石
の
大
衆
の
掌
握
の
仕
方
を
み
て
み
る
と
、
蒋
介
石
の
立
場
は
、
革
命
運
動
に
参
加
す
べ
ぎ
諸
階
級
、
な

ら
び
に
．
革
命
運
動
に
お
け
る
そ
れ
ら
相
互
の
関
係
に
対
す
る
関
心
の
弱
さ
に
よ
つ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
面
か
ら
の
蒋
介

石
の
発
言
は
、
非
常
に
少
く
、
か
つ
、
一
貫
性
を
欠
く
。
こ
の
時
期
の
蒋
介
石
の
発
言
に
お
い
て
、
わ
ず
か
に
、
「
中
国
革
命
は
、
…
…
完
全
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

労
農
階
級
の
た
め
に
革
命
を
お
こ
な
ラ
の
で
あ
り
」
、
「
大
地
主
」
、
「
資
本
家
」
に
反
対
す
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
反
面
、
蒋
介
石
は
、
「
大
資
本
、
大
生
産
機
関
は
、
す
べ
て
外
国
人
の
手
中
に
あ
る
た
め
に
、
本
国
の
産
業
は
圧
迫
さ
れ
、
発
達
で
き
な
い
。

本
党
の
一
切
の
主
張
は
、
…
…
本
国
資
本
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
…
…
も
し
、
本
党
の
主
張
を
実
行
で
き
た
ら
、
ま
ず
最
初
に
直
接
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

を
得
る
の
は
、
す
な
わ
ち
商
界
で
あ
る
」
、
と
主
張
し
て
い
る
。
蒋
介
石
は
、
こ
こ
で
、
帝
国
主
義
の
圧
迫
に
対
し
て
民
族
資
本
を
支
持
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
革
命
運
動
に
お
け
る
こ
れ
ら
民
族
資
本
家
階
級
と
労
農
階
級
と
の
関
係
に
関
心
を
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
む
し
ろ
、
蒋
介
石
の
大
衆
に
対
す
る
態
度
は
、
彼
の
軍
人
と
し
て
の
地
位
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
。
「
軍
閥
は
、
…
－
人
民
と
利
害
が
相
反

　
　
　
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
涯
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
（
一
七
八
七
）



　
　
　
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
江
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
　
（
一
七
八
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

す
る
が
ゆ
え
に
、
人
民
の
助
力
を
得
ら
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
人
民
の
は
げ
し
い
反
対
に
あ
う
」
こ
と
を
強
調
し
つ
つ
、
蒋
介
石
は
、
第
一
次

東
征
、
楊
希
闘
、
劉
震
簑
軍
の
広
州
か
ら
の
排
除
、
第
二
次
東
征
の
勝
利
の
一
端
を
「
人
民
」
の
支
持
に
帰
し
、
こ
の
軍
事
作
戦
中
の
人
民
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

接
触
の
経
験
か
ら
、
「
愛
護
人
民
」
　
の
必
要
性
を
機
会
あ
る
ご
と
に
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
愛
護
人
民
」
と
は
、
「
兵
士
．
人
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

を
強
制
徴
用
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
、
「
強
制
徴
税
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
、
人
夫
を
な
ぐ
ら
な
い
こ
と
、
「
人
民
を
混
乱
に
お
と
し
入
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

こ
と
」
、
「
人
民
の
自
治
へ
の
援
助
」
、
「
各
種
団
体
を
組
織
し
、
人
民
に
自
衛
力
を
も
た
せ
る
こ
と
」
、
等
の
諸
要
素
か
ら
な
つ
て
い
た
。
い
う
ま

で
も
な
く
、
蒋
介
石
は
自
ら
大
衆
運
動
の
組
織
化
に
乗
り
出
す
こ
と
は
な
か
つ
た
。
軍
人
と
し
て
の
蒋
介
石
が
大
衆
運
動
に
接
し
得
た
の
は
、
軍

事
作
戦
の
過
程
で
各
地
を
転
戦
す
る
と
き
で
あ
つ
た
。
そ
の
場
合
に
接
す
る
大
衆
と
は
、
軍
事
作
戦
を
側
面
的
に
援
助
す
る
力
で
あ
る
と
と
も

に
、
軍
隊
の
保
護
の
対
象
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
先
に
列
挙
し
た
「
愛
護
人
民
」
と
は
、
ま
さ
に
．
日
常
生
活
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
．
軍
隊
の
大

衆
に
対
す
る
保
護
の
諸
政
策
に
他
な
ら
な
か
つ
た
。
蒋
介
石
は
、
自
ら
の
権
威
の
執
行
を
保
障
す
る
力
の
基
礎
と
し
て
軍
事
力
を
も
つ
て
い
た
が

ゆ
え
に
、
基
本
的
に
は
、
大
衆
運
動
の
力
に
依
存
す
る
感
覚
を
も
た
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
人
民
大
衆
が
軍
隊
の
保
護
の
対
象
で
あ
る
か
ぎ
り
、

　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

大
衆
の
内
容
に
か
ん
し
て
充
分
な
注
意
を
払
う
必
要
が
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
中
共
が
大
衆
運
動
の
組
織
者
で
あ
り
、
江
精
衛
が

統
合
者
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
蒋
介
石
の
役
割
は
、
保
護
者
の
そ
れ
で
あ
つ
た
と
い
え
る
．
こ
こ
か
ら
大
衆
運
動
の
組
織
者
た
る
中
共
に
対
す
る

蒋
介
石
の
態
度
が
生
れ
て
く
る
。

　
蒋
介
石
の
中
共
に
対
す
る
態
度
は
、
一
九
二
六
年
一
月
を
境
と
し
て
変
化
す
る
。
一
九
二
五
年
中
は
．
注
精
衛
と
同
じ
く
、
蒋
介
石
も
孫
文
の

説
明
に
ょ
り
つ
つ
、
「
三
民
主
義
は
国
家
社
会
主
義
で
あ
り
、
ま
た
、
広
義
の
社
会
主
義
と
も
い
え
る
。
…
…
社
会
主
義
の
な
か
に
は
、
共
産
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

義
、
集
産
主
義
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
共
産
・
集
産
主
義
は
、
す
べ
て
三
民
主
義
の
一
部
分
で
あ
る
」
、
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
「
共
産
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

義
は
、
物
質
を
歴
史
の
中
心
と
す
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
三
民
主
義
は
、
民
生
を
歴
史
の
中
心
と
す
る
」
、
と
い
う
点
に
お
い
て
両
者
は
異
る
。
し

か
し
、
「
物
質
を
歴
史
の
中
心
と
す
る
」
共
産
主
義
は
、
「
無
産
階
級
の
た
め
に
奮
闘
す
る
」
。
こ
の
こ
と
は
、
換
言
す
れ
ぽ
、
「
人
類
の
生
活
を
解



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
P
ゾ

決
し
、
社
会
の
生
存
を
謀
る
」
こ
と
で
あ
り
、
『
民
生
問
題
』
に
他
な
ら
な
い
。
か
か
る
論
法
の
妥
当
性
は
さ
て
お
い
て
．
い
わ
ゆ
る
共
産
主
義

と
民
生
主
義
と
の
間
に
共
通
点
を
見
出
そ
う
と
す
る
蒋
介
石
の
姿
勢
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
蒋
介
石
の
こ
の
容
共
的
態
度
は
、
西
山
会

議
の
開
催
と
そ
の
主
張
に
対
す
る
反
論
と
し
て
書
か
れ
た
、
彼
の
書
簡
の
な
か
に
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
e
孫
文
は
、
す
で
に
、
「
民
生
主

義
は
、
す
な
わ
ち
共
産
主
義
で
あ
る
と
明
言
し
て
お
り
」
、
共
産
党
が
国
民
党
に
参
加
し
て
も
、
衝
突
を
ひ
き
お
こ
す
も
の
で
は
な
い
。
⇔
「
総
理

の
自
ら
創
造
さ
れ
た
三
民
主
義
は
．
た
し
か
に
共
産
主
義
と
は
同
じ
で
な
い
が
、
革
命
の
主
義
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
」
。
共
産
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

義
を
包
括
し
て
、
は
じ
め
て
真
の
三
民
主
義
と
な
り
、
共
産
党
を
包
括
し
て
、
は
じ
め
て
真
の
国
民
党
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
蒋
介
石
の
容
共
的
態
度
は
一
九
二
六
年
に
入
る
と
変
化
し
て
く
る
。
蒋
介
石
は
、
一
月
に
軍
校
内
の
左
右
の
対
立
に
言
及
し
て
い
る
。
「
『
孫
文

主
義
学
会
』
と
『
青
年
軍
人
連
合
会
』
の
発
起
の
最
初
の
趣
旨
は
、
も
と
も
と
大
へ
ん
好
い
も
の
で
あ
つ
た
。
…
…
（
し
か
し
、
）
の
ち
に
、
事
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

た
つ
た
人
が
幼
稚
で
、
も
つ
ぽ
ら
感
情
の
ま
ま
に
仕
事
を
し
た
の
で
、
大
へ
ん
ま
ず
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
」
。
か
く
て
、
左
右
の
対
立

の
存
在
を
承
認
し
た
蒋
介
石
は
、
中
山
艦
事
件
を
契
機
と
し
て
、
反
共
的
態
度
を
鮮
明
に
し
た
の
で
あ
る
。
中
山
艦
事
件
直
後
の
演
説
の
な
か

で
、
蒋
介
石
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
張
す
る
．
「
国
民
党
は
三
民
主
義
を
基
礎
と
す
る
．
共
産
分
子
が
国
民
党
に
加
入
し
た
の
は
、
現
在
中
国
革
命

が
必
要
と
す
る
の
は
、
三
民
主
義
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
か
ら
で
あ
る
。
…
…
も
し
も
、
国
民
党
の
三
民
主
義
を
看
板
に
し
て
、
裏
で
共
産
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

の
工
作
を
す
る
な
ら
、
三
民
主
義
を
破
壊
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
…
…
国
民
党
に
加
入
し
た
本
釆
の
意
義
を
完
全
に
な
く
し
て
し
ま
う
」
。
か
く

て
、
現
在
の
中
国
革
命
の
必
要
性
か
ら
、
共
産
主
義
の
工
作
の
実
行
を
禁
止
す
る
蒋
介
石
は
、
中
共
の
現
実
の
行
動
に
非
難
の
的
を
向
け
る
。
す

な
わ
ち
、
「
共
産
分
子
は
、
本
党
と
本
軍
内
に
あ
り
、
一
つ
の
団
体
の
な
か
で
二
つ
の
主
義
を
も
つ
て
お
り
、
も
と
も
と
、
多
く
の
矛
盾
し
た
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

の
生
れ
る
の
は
免
れ
え
な
か
つ
た
」
。
か
か
る
矛
盾
は
、
青
年
軍
人
連
合
会
等
の
「
幼
稚
分
子
」
に
よ
つ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
蒋
介
石
は
、
中
山
艦
事
件
当
時
、
第
一
軍
内
に
、
少
数
で
は
あ
る
が
強
い
団
結
力
を
も
つ
た
共
産
分
子
が
存
在
し
、
他
の
勢
力
を
抑
圧
し
て

（
巧
）

い
た
、
と
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
党
内
に
お
け
る
中
共
の
専
横
の
例
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
注
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
（
一
七
八
九
）



　
　
　
中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
注
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
　
（
一
七
九
〇
）

　
最
後
に
、
蒋
介
石
の
ソ
連
に
対
す
る
態
度
を
検
討
す
る
に
あ
た
つ
て
、
ま
ず
、
彼
の
帝
国
主
義
の
と
ら
え
方
か
ら
始
め
る
こ
と
と
し
よ
う
。
こ

の
点
に
か
ん
し
て
、
蒋
介
石
の
考
え
方
は
、
注
精
衛
の
そ
れ
に
大
き
な
類
似
性
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
「
帝
国
主
義
国
内
で
、
本
当
に
政
権
を
掌

握
し
て
い
る
の
は
、
少
数
資
本
家
の
特
殊
階
級
に
す
ぎ
ず
、
最
大
多
数
の
無
産
階
級
は
、
一
様
に
苦
し
み
を
受
け
て
い
る
」
．
「
帝
国
主
義
は
、
相

互
間
で
、
常
に
祖
国
保
衛
と
い
う
で
た
ら
め
に
よ
つ
て
、
そ
の
国
内
の
無
産
階
級
を
欺
隔
し
、
か
れ
ら
を
資
本
主
義
の
植
民
地
争
奪
・
市
場
争
奪

の
帝
国
主
義
戦
争
の
犠
牲
者
に
し
て
い
る
」
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
帝
国
主
義
は
、
資
本
主
義
が
最
高
の
程
度
ま
で
発
展
し
た
た
め
に
、
経
済
恐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

慌
を
生
み
出
し
、
植
民
地
・
次
植
民
地
に
対
し
て
搾
取
と
圧
迫
を
お
こ
な
わ
ざ
る
を
え
な
く
」
な
る
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
帝
国
主
義
の
中
国
侵
略
の
性
質
に
か
ん
し
て
、
蒋
介
石
は
、
武
力
侵
略
の
苦
痛
は
、
「
容
易
に
感
知
さ
れ
る
」
が
、
経
済
侵
略
の
苦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

痛
は
、
「
容
易
に
感
知
さ
れ
な
い
」
が
ゆ
え
に
、
経
済
侵
略
の
重
大
性
を
強
調
し
て
い
る
。
帝
国
主
義
の
中
国
侵
略
の
形
態
に
つ
い
て
、
蒋
介
石

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
れ
の
革
命
の
ス
ロ
ー
ガ
ソ
」
は
、
「
打
倒
帝
国
主
義
、
打
倒
軍
閥
」
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
「
軍
閥

は
帝
国
主
義
か
ら
生
れ
た
」
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
「
対
内
的
に
軍
閥
を
打
倒
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ま
ず
は
じ
め
に
、
対
外
的
に
帝
国
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

義
を
打
倒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
こ
こ
で
、
蒋
介
石
は
、
中
国
に
お
け
る
帝
国
主
義
と
軍
閥
と
の
結
合
を
確
認
す
る
。
事
実
、
一
九
二
五
年

五
月
の
広
州
帰
還
は
、
「
反
革
命
的
軍
閥
唐
継
続
」
、
「
北
洋
軍
閥
段
棋
瑞
」
、
「
假
革
命
的
軍
閥
楊
希
関
、
劉
震
簑
」
か
ら
、
革
命
根
拠
地
を
守
る

　
　
　
　
（
1
9
）

た
め
で
あ
つ
た
。
ま
た
、
沙
基
惨
案
以
前
、
帝
国
主
義
は
、
「
経
済
上
、
武
力
上
」
「
わ
れ
わ
れ
を
無
形
の
う
ち
に
圧
迫
」
し
た
が
、
現
在
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

「
武
力
で
わ
れ
わ
れ
を
圧
迫
し
」
、
「
経
済
で
わ
れ
わ
れ
を
封
鎖
」
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
屡
仲
榿
の
暗
殺
も
、
か
か
る
「
帝
国
主
義
と
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

革
命
派
」
と
の
強
化
さ
れ
た
結
託
の
背
景
の
な
か
で
理
解
さ
れ
る
。

　
か
か
る
帝
国
主
義
の
認
識
の
う
え
に
た
つ
て
、
蒋
介
石
は
、
連
ソ
政
策
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
三
点
を
確
認
す
る
。
e
「
中
国
の
敵
は
、
国
際
帝

国
主
義
者
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
敵
も
帝
国
主
義
者
で
あ
る
。
か
く
て
、
中
ソ
の
敵
は
と
も
に
一
つ
で
あ
る
。
」
⇔
「
β
シ
ア
の
現
在
の
政
策
は
、
世

界
の
被
圧
迫
階
級
と
被
圧
迫
民
族
の
解
放
を
お
こ
な
う
こ
と
で
あ
る
。
本
党
の
党
綱
と
政
綱
も
、
世
界
の
被
圧
迫
階
級
と
被
圧
迫
民
族
の
解
放
を



お
こ
な
う
こ
と
に
あ
る
。
」
㊧
「
ロ
シ
ア
は
、
中
国
革
命
の
立
脚
点
に
お
い
て
、
三
民
主
義
が
中
国
の
救
国
救
民
の
根
本
主
義
で
あ
る
こ
と
を
承
認

し
た
」
、
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
蒋
介
石
は
、
そ
の
現
実
性
を
否
定
し
つ
つ
も
、
ロ
シ
ア
が
今
日
わ
れ
わ
れ
を
助
け
る
の
は
、
以

前
日
英
の
帝
国
主
義
者
が
中
国
革
命
を
援
助
し
た
の
と
同
じ
く
、
別
に
下
心
が
あ
つ
た
り
、
あ
る
い
は
、
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
が
、
将
来
、

ま
た
、
旧
い
ロ
シ
ア
の
政
策
を
復
活
し
、
赤
色
帝
国
主
義
者
と
な
つ
て
し
ま
う
な
ら
、
…
…
わ
れ
わ
れ
は
、
や
は
り
、
世
界
の
被
圧
迫
階
級
と
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

圧
迫
民
族
と
連
合
し
て
、
そ
れ
を
打
倒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ど
、
乏
述
べ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
蒋
介
石
は
、
こ
こ
で
、

0
ソ
連
は
、
中
国
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
で
は
な
く
、
三
民
主
義
を
支
持
す
べ
き
こ
と
、
⇔
ソ
連
は
、
帝
国
主
義
者
の
ご
と
き
下
心
を
も
つ

て
中
国
革
命
を
援
助
し
な
い
こ
と
、
㊧
ソ
連
は
、
将
来
赤
色
帝
国
主
義
に
変
つ
て
し
ま
う
べ
き
で
な
い
こ
と
、
の
三
つ
の
留
保
条
件
を
つ
け
た
う

え
で
連
ソ
政
策
を
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
連
ソ
政
策
を
支
持
す
る
に
あ
た
つ
て
、
蒋
介
石
は
、
こ
れ
ら
の
留
保
条
件
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
よ
り
自
由
で
あ
ろ
う
と
し
た
し
、
事
実
自
由
で
あ
り
え
た
．
引
用
し
た
蒋
介
石
の
演
説
が
、
す
で
に
ロ
シ
ア
人
顧
問
と
の
間
で
円
滑
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
：
シ
ョ
ン
を
欠
き
つ
つ
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
一
月
一
〇
日
の
も
の
で
あ
つ
た
と
い
う
事
実
は
、
連
ソ
政
策
に
か
ん
す
る
蒋
介
石
と
注
精
衛

と
の
意
見
の
相
違
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
．

　
ロ
シ
ア
革
命
の
国
内
的
側
面
に
か
ん
す
る
蒋
介
石
の
関
心
は
、
注
精
衛
の
そ
れ
と
異
る
。
蒋
介
石
は
、
中
国
革
命
の
失
敗
と
対
比
し
つ
つ
、
・

シ
ア
革
命
成
功
の
諸
要
因
を
列
挙
す
る
。
党
の
厳
重
な
紀
律
と
組
織
、
党
の
命
令
へ
の
服
従
．
党
の
紀
律
の
遵
守
、
主
義
の
理
解
、
お
よ
び
個
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

の
自
由
の
犠
牲
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
評
価
は
、
一
九
二
五
年
四
月
の
も
の
で
あ
る
が
、
中
山
艦
事
件
以
後
、
中
宍
、
ソ
連
と
の
関
係
が
悪
化
し

た
一
九
二
六
年
四
月
の
時
点
に
お
い
て
も
、
蒋
介
石
の
評
価
に
は
変
わ
り
が
な
か
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
現
在
の
世
界
で
党
の
組
織
と
党
の
紀
律

の
も
つ
と
も
よ
い
も
の
で
、
戸
シ
ア
共
産
党
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い
。
そ
の
組
織
は
完
全
に
集
中
的
で
あ
り
、
統
一
的
で
あ
る
。
そ
の
紀
律
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
）

非
常
に
厳
格
で
、
細
密
で
あ
る
」
、
と
蒋
介
石
は
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
．
党
に
か
ぎ
ら
ず
、
ソ
連
の
軍
隊
に
つ
い
て
も
、
蒋
介
石
は
同
様
な
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
器
）

価
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
言
を
待
た
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
蒋
介
石
の
ロ
シ
ア
革
命
の
国
内
的
側
面
へ
の
関
心
は
、
革
命
政
権
の
性
格
と
そ
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国
国
民
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第
二
回
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国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
注
精
衛
路
線
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蒋
介
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路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
　
（
一
七
九
二
）

れ
へ
参
加
す
る
諸
階
級
に
つ
い
て
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
革
命
党
と
革
命
軍
の
組
織
、
紀
律
と
い
う
側
面
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
つ
た
、
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。
多
く
は
語
つ
て
い
な
い
が
、
蒋
介
石
の
ロ
シ
ア
革
命
の
国
内
的
側
面
の
評
価
に
つ
い
て
、
い
ま
一
つ
注
目
す
べ
き
点
は
、
ソ
連
共

産
党
と
大
衆
と
の
関
係
に
か
ん
す
る
彼
の
理
解
で
あ
る
。
「
数
年
前
、
ロ
シ
ア
に
は
飢
鰹
が
あ
り
、
人
々
が
食
べ
る
パ
ソ
が
な
か
つ
た
と
こ
ろ
、

彼
等
党
員
の
バ
ソ
を
ま
ず
人
民
に
与
え
て
食
べ
さ
せ
た
。
人
民
が
衣
服
を
も
つ
て
い
な
い
と
、
彼
等
は
ま
ず
衣
服
を
人
民
に
与
え
て
着
せ
た
．
人

民
が
た
き
木
に
困
り
、
た
く
ま
き
が
な
い
と
、
彼
等
党
員
は
、
自
ら
行
つ
て
、
ま
き
を
切
り
、
人
民
に
た
か
せ
て
い
た
。
道
路
に
大
変
き
た
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

と
こ
ろ
が
あ
り
、
掃
除
夫
が
掃
除
を
し
な
け
れ
ば
、
彼
等
は
自
ら
行
つ
て
清
潔
に
掃
除
を
し
た
」
こ
と
を
、
蒋
介
石
は
賞
讃
し
て
い
る
．
こ
の
こ

と
は
、
蒋
介
石
の
ロ
シ
ア
革
命
の
国
内
的
側
面
に
対
す
る
関
心
が
、
日
常
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
大
衆
の
保
護
に
あ
つ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
前

段
に
お
い
て
は
、
軍
の
指
導
者
と
し
て
の
関
心
か
ら
、
蒋
介
石
は
β
シ
ア
革
命
に
お
け
る
党
・
軍
の
紀
律
と
組
織
に
目
を
む
け
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
に
、
大
衆
運
動
の
保
護
者
と
し
て
の
蒋
介
石
の
視
角
が
貫
か
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（（（（（（（（（（（（121110987654321））））））））））））
蒋
介
石
「
歓
宴
第
一
帥
第
三
帥
官
長
訓
話
」
（
一
九
二
五
・
一
二
・
一
八
）
ー
『
蒋
介
石
先
生
演
説
集
』
、
第
三
集
．
一
九
二
九
、
上
海
、

蒋
介
石
「
汕
頭
各
団
体
祝
捷
大
会
講
話
」
（
一
九
二
五
・
一
一
・
一
六
）
1
『
蒋
介
石
先
生
演
説
集
』
、
第
三
集
、
一
二
－
吋
三
頁
。

蒋
介
石
「
在
軍
事
委
員
会
講
演
」
（
一
九
二
五
・
八
）
1
『
蒋
介
石
先
生
演
説
集
』
、
第
二
集
、
一
九
二
九
、
上
海
、
一
〇
九
頁
。

例
え
ば
、
蒋
介
石
「
集
合
第
一
帥
第
二
第
三
両
団
訓
話
」
（
一
九
二
五
二
一
・
一
〇
）
1
『
蒋
介
石
先
生
演
説
集
』
、
第
三
集
、
五
頁
。

蒋
介
石
「
対
党
軍
及
警
衛
軍
全
体
官
兵
訓
話
」
（
一
九
二
五
・
六
・
三
）
1
『
蒋
介
石
先
生
演
説
集
』
、
第
二
集
、
四
七
頁
。

蒋
介
石
「
対
第
一
二
縦
隊
官
長
訓
話
」
（
一
九
二
五
・
六
・
七
）
ー
『
蒋
介
石
先
生
演
説
集
』
、
第
二
集
、
五
〇
頁
。

蒋
介
石
「
集
合
第
一
帥
第
二
第
三
両
団
訓
話
」
、
一
ー
二
頁
。

蒋
介
石
「
対
第
三
期
入
伍
生
第
三
次
訓
話
』
（
一
九
二
五
・
四
・
九
）
ー
『
蒋
介
石
先
生
演
説
集
』
、
第
三
集
、
六
七
頁
．

蒋
介
石
「
第
二
期
学
生
畢
業
訓
話
（
一
）
」
（
一
九
二
五
・
九
・
八
）
ー
『
蒋
介
石
先
生
演
説
集
』
、
第
二
集
、
一
四
一
頁
。

蒋
介
石
「
対
第
三
期
入
伍
生
第
三
次
訓
話
」
．
六
八
頁
。

蒋
介
石
「
対
於
西
山
会
議
告
国
民
党
同
志
書
」
（
一
九
二
五
・
一
二
・
二
五
）
1
『
蒋
介
石
言
論
集
』
、
一
九
二
七
、
上
海
、
二
－
三
頁
．

蒋
介
石
「
第
三
期
学
生
畢
業
訓
話
（
四
ご
（
一
九
二
六
・
一
・
ニ
ハ
）
1
『
蒋
介
石
先
生
演
説
集
』
、
第
三
集
、
八
三
ー
八
四
頁
。

三
八
頁
。
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蒋
介
石
「
宴
会
全
体
党
代
表
訓
話
」
（
一
九
二
六
・
四
）
ー
『
蒋
介
石
先
生
演
説
集
』
、
第
三
集
．
一
六
四
頁
．

蒋
介
石
「
対
官
佐
学
生
訓
話
（
三
）
」
（
一
九
二
六
・
四
・
九
）
1
『
蒋
介
石
先
生
演
説
集
』
、
第
三
集
、
一
二
二
頁
。

蒋
介
石
「
宴
会
全
体
党
代
表
訓
話
」
、
一
五
七
頁
。

蒋
介
石
「
在
軍
事
委
員
会
講
演
」
、
一
〇
八
、
一
一
〇
1
一
一
一
頁
。

右
同
、
一
一
四
頁
。

蒋
介
石
「
歓
宴
全
国
第
二
次
代
表
及
俄
国
同
志
演
詞
」
（
一
九
二
六
・
一
・
一
〇
）
1
『
蒋
介
石
先
生
演
説
集
』
、
第
三
集
、

蒋
介
石
「
対
党
軍
及
警
衛
軍
全
体
官
兵
訓
話
」
、
四
六
頁
。

蒋
介
石
「
沙
基
死
難
同
志
追
悼
会
演
講
詞
」
（
一
九
二
五
・
八
・
四
）
ー
『
蒋
介
石
先
生
演
説
集
』
、
第
二
集
、
一
〇
〇
頁
。

蒋
介
石
「
党
軍
追
悼
膠
党
代
表
訓
話
」
（
一
九
二
五
・
九
・
九
）
ー
『
蒋
介
石
先
生
演
説
集
』
、
第
二
集
、
＝
三
頁
。

蒋
介
石
「
歓
宴
全
国
第
二
次
代
表
及
俄
国
同
志
演
詞
」
、
四
六
ー
四
八
頁
。

蒋
介
石
「
対
第
三
期
入
伍
生
第
三
次
訓
話
」
、
六
四
頁
。

蒋
介
石
「
対
官
佐
学
生
訓
話
（
三
）
」
、
一
二
六
頁
．

蒋
介
石
「
歓
宴
広
州
商
会
代
表
演
説
詞
」
（
一
九
二
五
・
九
・
三
）
ー
『
蒋
介
石
先
生
演
説
集
』
、
第
二
集
、
一
二
八
頁
．

蒋
介
石
「
対
第
三
期
入
伍
生
第
三
次
訓
話
」
、
六
五
頁
。

四
四
頁
。

山ノ、

　
中
国
革
命
を
抑
圧
し
て
い
る
最
大
か
つ
最
も
基
本
的
勢
力
は
帝
国
主
義
で
あ
り
、
反
帝
国
主
義
の
線
上
で
、
中
国
革
命
は
ロ
シ
ア
革
命
と
共
通

の
利
害
関
係
を
も
つ
と
い
う
点
に
お
い
て
、
注
精
衛
と
蒋
介
石
は
一
致
す
る
．
大
衆
の
掌
握
の
仕
方
が
両
者
の
分
岐
点
と
な
る
。
大
衆
運
動
の
統

合
者
と
し
て
の
注
精
衛
は
、
中
国
の
反
帝
国
主
義
闘
争
に
お
け
る
、
労
農
階
級
の
重
要
性
を
承
認
し
つ
つ
も
、
労
働
者
階
級
の
指
導
性
を
承
認
す

る
こ
と
を
回
避
す
る
。
大
衆
運
動
の
保
護
者
と
し
て
の
蒋
介
石
は
、
反
帝
国
主
義
闘
争
に
参
加
す
べ
ぎ
大
衆
の
内
容
と
そ
の
相
互
関
係
に
関
心
を

示
す
こ
と
な
く
、
日
常
的
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
大
衆
の
保
護
に
関
心
を
示
す
．
自
ら
の
権
威
を
執
行
す
る
た
め
に
、
党
機
構
に
基
盤
を
も
つ
大
衆

運
動
の
統
合
者
と
し
て
の
注
精
衛
は
、
大
衆
運
動
の
組
織
者
と
し
て
の
中
共
の
力
を
必
要
と
し
た
の
に
反
し
、
軍
事
力
に
基
盤
を
も
つ
大
衆
運
動
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国
国
民
党
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二
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を
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ぐ
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注
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路
線
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介
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三
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中
国
国
民
党
第
二
回
全
国
代
表
大
会
を
め
ぐ
る
注
精
衛
路
線
と
蒋
介
石
路
線
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
　
（
一
七
九
四
）

の
保
護
者
と
し
て
の
蒋
介
石
は
、
大
衆
が
単
に
保
護
の
対
象
で
あ
る
か
ぎ
り
、
基
本
的
に
は
、
大
衆
運
動
の
組
織
者
と
し
て
の
中
共
の
力
を
必
要

ど
し
な
か
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
認
識
か
ら
、
党
内
で
中
共
の
影
響
力
が
増
大
し
た
と
き
、
涯
精
衛
は
親
共
に
傾
き
、
蒋
介
石
は
反
共
に
傾
い
た
。

さ
ら
に
、
注
精
衛
と
蒋
介
石
は
、
各
々
、
大
衆
運
動
の
統
合
者
と
保
護
者
の
視
角
か
ら
、
ロ
シ
ア
革
命
の
国
内
的
側
面
を
評
価
す
る
。
か
く
て
、

国
民
党
二
全
大
会
を
め
ぐ
る
、
注
精
衛
と
蒋
介
石
の
政
治
路
線
は
、
両
者
の
大
衆
の
掌
握
の
仕
方
の
相
違
を
基
礎
と
し
て
、
展
開
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
九
・
九
・
二
四
）


